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1. 凡 例

基本的には，大野誠「日本における化学史文献：

世界篇」『化学史研究』第33巻第4号(2006）：193-

253に倣った．すなわち，次のようにした．

(１) 同一項目の文献は，刊行年の古い順に配列し

た．

(２) 文献の表記方式は，次の通りとした．

本の場合：著者名『著作の題名』出版社（刊行

年）．

論文の場合：著者名「論文の題名」『雑誌名』

巻･号数（刊行年)：掲載頁．

2. 典 拠

書誌情報の典拠としては，国立情報学研究所のサ

イト（http://www.nii.ac.jp/）によった．

(１) 著作については，国立情報学研究所全国大学

図書館検索サービス（http://webcat.nii.ac.

jp/）によった．

(２) 論文については，国立情報学研究所のCiNii

（http://ci.nii.ac.jp/）によった．

国立情報学研究所の情報に疑義がある場合に

は，現物を確認した．

3. 収録範囲

世界の研究文献を考えたとき，日本の化学史に関

する日本語の文献は，完全に1次的でありえる．

「日本における化学史文献：世界篇」よりも幅広く

採録した．

ただし，当初は，学位論文と科研費等による研究

成果報告書まで採録することを目論んだが，途中で

一部を除き本格的に検索･調査することを断念し

た．次の機会に期したい．
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A. 全般にわたるもの

日本科学･技術･産業史 叢書，講座，シリーズ

文部省編『文部省百科全書』1-［1］-23-［4］，文部省，1874-1884；青史社，1983-1986，92冊．

(『百工應用化學篇』牧山耕平譯，上下（1973)；『化學篇』小林義直譯，上下（1875)；『鑛物篇』鈴木良輔

譯（1876)；『地質學』柴田承桂譯（1876)；『金類及錬金術』錦織精之進譯（1876)；『陶磁工篇』錦織精之

進譯（1877)；『百科全書教導説 上下』箕作麟祥［訳］(1879))

『化學工業全書』丸善：南江堂，1895～1928．

(第1冊：沃度，沃度加里及其侘沃度製品；臭素及臭素鹽類；硝石及亞硝酸加；黄色血 鹽及爾餘ノ藏化

合物/高松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂（1895)；第2冊：脂肪及脂肪油附蝋類；「ステアリン」酸及侘

ノ脂肪酸類；西洋蝋燭； 里設林/高松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂（1895)；第3冊：染色法：染色法

總論， 維，精練法，漂白法，媒染 ，色素，浸染法，捺染法，配色法/高松豊吉，丹波敬三，田原良純

編纂（1895)；第4冊：石鹼；揮發油類（香油類)；樟脳（附）龍脳，艾片及樟脳油；薄荷油及薄荷脳/高

松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂（1895)；第5冊：石油：石油ノ歴史，現存，性質，採収，運搬，種別，

燈油， 油，揮発油，器械油，石蝋ノ製造法，試 法及用途/高松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂．第2

版（1900)；第6冊：クロール石炭：抱水クロラール，クロロフォルム：クロール酸カリウム，炭酸カリ

ウム，重炭酸カリウム：苛性カリ：重クローム酸カリウム等/高松豊吉［ほか］編纂（1896)；第7冊：仮

漆：樹脂油：顔料：塗料/高松豊吉［ほか］編纂（1897)；第8冊：燃料及築窯法/高松豐吉，丹波敬三，

田原良純編纂（1898)；第9冊：乳業産物：乳ノ性状･成分及 査法，乳ノ缺點及改良法，乳ノ搾取･販

賣･運搬，牛酪･乾酪･煉乳（附)･蛋白製營養品/高松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂（1901)；第10

冊：醱酵總論/高松豐吉，丹波敬三，田原良純編纂（1903)；第11冊：酒精製造法：蒸 飲料及リキュー

ル酒：葡萄酒製造法/高松豊吉［ほか］編纂（1910)；第12冊：清酒釀造新論/高松豐吉，丹波敬三，田原

良純編纂（1927)；第13冊：砂糖製造法：澱粉製造法/高松豊吉［ほか］編纂（1906)；第14冊：香料總

論；天然香料；人工香料；調香術/高松豊吉［ほか］編纂（1910)；第15冊：製紙術/高松豊吉［ほか］編

纂（1912)；第16冊：木材乾 工業/高松豊吉［ほか］編纂（1916)；第17冊：石炭瓦斯/高松豊吉［ほ

か］編纂；製造編･供給編･応用編･副生物編（1916)；第18冊：コロイド化學/高松豊吉［ほか］編纂

（1917)；第19冊：電氣化學/高松豊吉［ほか］編纂（1922)；第20-21冊：硫酸製造法/松井元太郎編；上

巻，下巻．(1925)；第22冊：有機性藥品製造法/高松豐吉［ほか］編纂（1926)；第23冊：麥酒釀造新

論/高松豊吉，丹波敬三，田原良純編纂（1928))

日本工學會；啓明會『明治工業史』工学会(1925-31)；復刻：学術文献普及会(1968-69)；原書房（1994)；

龍渓書舎（1994）（明治後期産業発達史資料第220-235巻)．

(電気篇，土木篇，造船篇，火兵･鉄鋼篇，建築篇，鉱業篇，鉄道篇，機械･地学篇，化学工業篇，序

篇･索引）

三枝博音編『日本科學古典全書』第1巻-第15巻，朝日新聞社（1942-1949)．

(第1巻：第1部 科學思想篇 科學思想；第6巻：第2部 諸科學篇 理學；第8巻：第2部 諸科學篇 醫

學･植物；第9-10巻：第3部 産業技術篇 採鑛冶金1-2；第11巻：第3部 産業技術篇 農業･製造業･

漁業；第12巻：第3部 産業技術篇 海上交通；第13巻：第3部 産業技術篇 冶金･農業･製造業；第

14-15巻：第2部 諸科學篇 本草上-下)

復刻，朝日新聞社（1978)．
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日本学士院明治前日本科学史刊行会編『明治前日本科学史』26冊，日本学術振興会（1954-73)．

『明治前日本數學史』第1巻-第5巻，岩波書店（1954-1960)．

『明治前日本天文學史』日本学術振興会（1960)；新訂復刻版，野間科学医学研究資料館，井上書店（発

売)，臨川書店（発売）（1979)．

『明治前日本物理化学史』日本学術振興会（1964)．

『明治前日本生物学史』第1巻-第2巻，日本学術振興会（1960)；新訂版，野間科学医学研究資料館，

井上書店（発売)，臨川書店（発売）（1980)．

『明治前日本人類学･先史学史―アイヌ民族史の研究（黎明期）』日本学術振興会（1971)．

『明治前日本醫學史』第1巻-第5巻，日本学術振興会（1955-64)；増訂復刻版，日本古医学資料センタ

ー，井上書店（発売）（1978)．

『明治前日本薬物學史』第1巻-第2巻，日本学術振興会（1957-58)；増訂復刻版，日本古医学資料セン

ター，井上書店（発売）（1978)．

『明治前日本土木史』日本学術振興会（1956)．

『明治前日本建築技術史』日本学術振興会（1961)．

『明治前日本機械技術史』日本学術振興会（1961)．

『明治前日本鉱業技術発達史』日本学術振興会（1958)．

『明治前日本農業技術史』日本学術振興会（1964)．

『明治前日本林業技術発達史』日本学術振興会（1959)．

『明治前日本漁業技術史』日本学術振興会（1959)．

『明治前日本蚕業技術史』日本学術振興会（1960)．

『明治前日本造兵史』日本学術振興会（1960)．

『明治前日本応用化学史』日本学術振興会（1963)．

『明治前日本科学史総説･年表』日本学術振興会，丸善（発売）（1968)．

明治文献資料刊行会『明治前期産業発達史資料』明治文献資料刊行会（1959-1976 )．

(別冊（68)2-3鉱山発達史 巻1，巻2；別冊（91)3鉱･鉱石･鉄及鋼･銅･鉄及鋼製品･機械類ニ関スル

調査（鉄道省）大正十五年；石炭･煉瓦･セメントニ関スル調査（鉄道省）大正十五年；別冊（96)1

塩･砂糖･醬油･味噌ニ関スル調査（鉄道省運輸局）大正十五年；別冊（91)2石炭･骸炭･石油ニ関ス

ル調査；別冊（71)4石炭調査概要；別冊（70)1-3筑豊炭鉱誌/高野江基太郎著 巻1，巻2，巻3；別冊

（104)2-3甜菜砂糖製造法/吉田五十穂訳 巻1，巻2；別冊（104)4甜菜糖業ト朝鮮（拓殖局）明治四十三

年；台湾の糖業（台湾総督府殖産局）昭和五年；別冊（102)2-3灘酒沿革誌/神戸税務監督局編 巻1，巻

2；別冊（102)4灘酒史/菅谷秋水編；別冊（103)2-3日本酒改良実業問答/徳野嘉七編 巻1，巻2；別冊

（69)3-4日本炭鉱誌 巻1，巻2；別冊（83)4-(87)2本邦鉱業一斑/農商務省鉱山局編；明治39年（1)-明

治44年（3)；別冊（73)4-(81)2本邦鉱業の趨勢/農商務省鉱山局編；明治39年-大正15年（昭和元

年)；別冊（87)3-(90)3本邦重要鉱山要覧/農商務省鑛山局編纂；大正2年（1)-大正14-15年（5)；別冊

（74)1明治四十年本邦鉱業ノ趨勢/農商務省鑛山局編；ほか．全部で約830冊)

通商産業省編『商工政策史』第1･2巻-第24巻，商工政策史刊行会（1961-85)．

(第1･2巻：総説；第4巻：重要調査会；第13巻：工業技術；第15･16巻：繊維工業；第17巻：鉄鋼

業；第20･21巻：化学工業；第22･23巻：鉱業 ほか）

現代日本産業発達史研究会『現代日本産業発達史』現代日本産業発達史研究会（1963-68)．
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（2石油；3電力；4鉄鋼/飯田賢一･大橋周治･黒岩俊郎編；11繊維；12紙･パルプ；13化学工業/渡部

徳二編；18食品）

日本科学史学会編『日本科学技術史大系』編集要綱1冊＋全25巻＋別巻1冊，第一法規出版（1963-1972)．

(第1巻-第5巻：通史；第6巻：思想；第7巻：国際；第8巻-第10巻：教育；第11巻：自然；第12

巻：数理科学；第13巻：物理科学；第14巻：地球宇宙科学；第15巻：生物科学；第16巻：土木技術；

第17巻：建築技術；第18巻：機械技術；第19巻：電気技術；第20巻：採鉱冶金技術；第21巻：化学

技術；第22-23巻：農学；第24-25巻：医学)

『近世科學思想』上，下，岩波書店（1971-72）（日本思想大系；62-63)．

上巻 (古島敏雄，安芸皎一校注)：宮崎安貞『百姓伝記(抄)』『農業全書(抄)』；大蔵永常『綿圃要務』；田

村二左衛門吉茂『農業自得(抄)』；中村直三『伊勢錦』；中村直三『ちわら早稲』；中村直三『稲種選択

法』；中村直三『稲田収量実験表』；前島兵左衛門『前島家農事日記』；『御本丸様書上』；『御普請一

件』；『丑春川除御普請御仕様帳』；『未之川除御普請御仕様帳』；『丑之春御普請御仕様帳』；『戌秋追急水

留御普請出来形帳』；『川通御普請所御願付留帳』；『龍王村地内御普請仕末書』

下巻 (広瀬秀雄，中山茂，大塚敬節校注)：小林謙貞『二儀略説』；渋川春海『天文瓊統 巻之一』；間重

富，高橋至時『星学手簡(抄)』；吉益東洞『薬徴』；吉益東洞『医事或問』；後藤艮山『師説筆記』

『洋學』上，下，岩波書店（1972-1976）（日本思想大系；64-65)．

上巻 (沼田次郎，松村明，佐藤昌介校注)：青木昆陽『和蘭話訳』；青木昆陽『和蘭文訳』；青木昆陽『和

蘭文字略考』；前野良沢『和蘭訳文略』；前野良沢『和蘭訳筌』；前野良沢『管 秘言』；杉田玄白『和蘭

医事問答』；杉田玄白『狂医之言』；杉田玄白『形影夜話』；杉田玄白『野叟独語』；大槻玄沢『蘭学階

梯』；大槻玄沢『蘭訳梯航』；大槻玄沢『捕影問答』；司馬江漢『和蘭天説』；司馬江漢『西洋画談』；司

馬江漢『和蘭通舶』

下巻 (広瀬秀雄，中山茂，小川鼎三校注)：『求力法論』；『理学入式遠西観象図説』；『ラランデ暦書管見

(抄)』；『解体新書』；『遁花秘訣』

『江戸科学古典叢書』1-46巻，恒和出版（1976-83)．

『佐州金銀採製全図；先大津阿川村山砂鉄洗取之図；鼓銅図録』

大槻清準『鯨史稿』

多賀谷環中仙（川枝豊信画)『璣訓蒙鑑草，3巻』；細川半蔵頼直『機巧図彙，3巻』

大蔵永常『農具便利論』；『たはらかさね耕作絵巻(抄)』

木崎盛標，丹羽桃渓『紙漉大概』；国東治兵衛『紙漉重宝記』；木村青竹『紙譜』

『七十一番職人歌合；職人尽絵；彩画職人部類』

『泰西七金訳説(抄)；鉄 鋳鑑図；橋野高炉絵巻』

『土木工要録(付録)』

村井昌弘『量地指南』

島田道桓『町見弁疑』；甲斐駒蔵『量地図説』；中田為知『量地幼学指南』

堀口多 『エレキテル全書』；橋本宗吉『阿蘭陀始制エレキテル究理原』川本幸民『遠西奇器述』；山

本錬三郎『和蘭奇器』

平野元亮『硝石製煉法』；佐藤信淵『硝石製造弁』；伊藤圭介『硝石篇』

上垣守国『養蚕秘録』

成田重兵衛『蚕飼絹篩大成』
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大関増業『機織彙編』；『木棉製作弁』

小林源蔵『隅矩雛形』；平内延臣『矩術新書』

後藤梨春『紅毛談』；大槻玄沢『蘭説弁惑』

『備後国畳表藺農業之図；琉球藺作織法（農家益三篇)；近江国蒲生郡畳表図説』

『太極地震記』；服部保徳『安政見聞録』；宇田川興斎『地震預防説』；小田東 『防火策図解』

『福田理軒西算速知』；柳河春三『洋算用法』

服部範忠『薬圃図纂』；金太『草木奇品家雅見』

津軽采女正『河羨録』；法眼明逸『通機図解』；中西敬房『民用晴雨便覧』

伊藤景治『大匠雛形；数寄屋工法集』

宇田川 『植学啓原』；韋廉臣輯訳；李善蘭筆述『植物学』

『水銀系薬物製法書九篇』

橋本宗吉『三法方典』

広川 『蘭療方；蘭療薬解』

小原良貴（小原良直編)『桃洞遺筆』

『内服同功；済生備考』

小石元瑞『究理堂備用方府』；柘植君績『究理堂備用製薬帳秘』

『森島中良紅毛雑話』；大槻磐水『蘭 摘芳』

大槻玄沢『六物新志･稿』；木村遜斎『一角纂考･稿』

井口常範『天文図解』

『斯魯斯動物学』；『田中芳男動物学』

鈴木重春『大匠手鑑』；西村権右衛門『秘伝書図解』；『大工規矩尺集』

『石巻鋳銭場作業工程絵図』；佐野英山編『鋳貨図録』

福田理軒『測量集成』

山路彰常，中西邦孚編『遠鏡図説』；広瀬周伯『三才窺管』；『写真鏡図説』

『職人尽絵詞』；『人倫重宝記』

井上新七選『蒔絵為井童草』；春川甫政『蒔絵大全』

栗本丹州『千蟲譜』

『大小御鉄炮張立製作；石火矢鋳方伝；気砲記；粉砲考；秘牀図』

棟居保春『中島流炮術管 録』

『博物学短篇集』上

『博物学短篇集』下

ヘルダム『軍艦図解；水蒸船説略』

『技術の社会史』有斐閣（1982-90)．

（第1巻古代･中世の技術と社会；第2巻在来技術の発展と近世社会；第3巻西欧技術の移入と明治社

会；第4巻重工業化の展開と矛盾；第5巻工業社会への変貌と技術；第6巻技術革新と現代社会；別巻デ

ータ･ガイドブック）

『講座･日本技術の社会史』日本評論社（1983-1986)．

（第1巻 農業･農産加工/永原慶二ほか；第2巻 塩業･漁業/網野善彦ほか；第3巻 紡織/永原慶二ほ

か；第4巻 窯業/田辺昭三ほか；第5巻 採鉱と冶金/山口啓二ほか；第6巻 土木/山口啓二ほか；第7巻
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建築/玉井哲雄ほか；第8巻 交通･運輸/吉田孝ほか)

『産業の昭和社会史』日本経済評論社（1986-93)．

（1医薬品/長谷川古；2商社/島田克美；3石油/岡部彰；4家電/青山芳之；5住宅/本間義人；6農協/

石見尚；7デパート･スーパー/小山周三，外川洋子；8鉄道/原田勝正；9銀行/後藤新一；10証券/小

林和子；11自動車/大島卓，山岡茂樹；12土木/玉城素編）

『日本の技術100年：ビジュアル版』筑摩書房（1987-89)．

(1資源/山口梅太郎編．エネルギー/関根泰次，都甲泰正編；2製鉄/飯田賢一編．金属/後藤佐吉編；3

造船/佐久間武編．鉄道/小野純朗編；4航空機/中口博編．自動車/井口雅一編．；5通信/白根禮吉編．放

送/和久井孝太郎編；6建築/村松貞次郎編．土木/高橋裕編；7機械エレクトロニクス/石井威望，中山秀

太郎編)

日本産業技術史学会監修『日本の技術』第一法規出版（1988-94)．

(1産業技術を描く/吉田光邦；2鉄の100年八幡製鉄所/飯田賢一；3日本酒/柚木学；4漢方薬/赤堀

昭；5ロータリーエンジン/山岡茂樹；6家飾具の歴史/宮内悊；7木工具の歴史/日野永一；8大阪砲兵

工廠/三宅宏司；9日本の産業技術映画/吉原順平；10ビールの100年/遠藤一夫；11オートバイの王国/

出水力；12水車：先人の技術遺産/末尾至行)

龍溪書舎『明治後期産業発達史資料』復刻版，龍溪書舎（1988-)．

(第1期：第1-42巻 銀行･財務篇（1)；第2期：第43-52巻 府県産業篇（1)，第53-61巻 鉱工業一班

篇（1)，第62-79巻 拓殖産業篇（1)，第80-87巻 外国事情篇（1)；第3期：第88-105巻 農林水産一班

篇（1)，第106-117巻 府県産業篇（2)，第118-127巻 拓殖産業篇（2)；第4期：第140-159巻(銀行･

財務改め）財政･金融篇（2)，第160-171巻 農林水産一班篇（2)，第172-180巻 鉱工業一班篇（2)，第

181-191巻 府県産業篇（3)；第5期：第192-200巻 経済･社会一班篇（1)，第201-209巻 農林水産一

班篇（3)，第210-219巻 府県産業篇（4)，第220-236巻 鉱工業一班篇（3)，第237-249巻 外国事情篇

（含植民地資料）（3)；第6期：第250-259巻 経済･社会一班篇（2)，第260-267巻 財政･金融篇（3)，

第268-280巻 農林水産一班篇（4)，第281-290巻 府県産業篇（5)，第291-309巻 外国事情篇（含植民

地資料）（4)；第7期:第310-322巻 財政･金融論（4)，第323-396巻 農林水産一班篇（5)；第8期：

第397-406巻 鉱工業一班篇（5)，第407-421巻 外国事情篇（含植民地資料）（5)；第9期：第422-435

巻 財政･金融編（5)，第436-445巻 農林水産一班篇（7)，第446-461巻 鉱工業一班篇（6)，第462-

480巻 府県産業篇（8)，第481-490巻 外国事情篇（含旧植民地資料）（9)；第10期：第491-503巻 農

林水産一班篇（8)，第504-520巻 鉱工業一班篇（7)，第521-538巻 外国事情篇（含旧植民地資料）（7)，

第539-562巻 経済･社会一班篇（4)；第11期：第563-573巻 財政･金融編（6)，第574-589巻 鉱工業

一班篇（8)，第590-610巻 外国事情篇（含旧植民地資料）（8)；第13期：第611-625巻 経済･社会一班

篇（5)，第685-694巻 農林水産一班篇（9)，第710-729巻 外国事情篇（含旧植民地資料）（10)，第

730-750巻 経済･社会一班篇（7))

『叢書 近代日本の技術と社会』平凡社（1990-)．

(1稲作の技術と理論/岡光夫ほか責任編集；2たたらから近代製鉄へ/岡田廣吉責任編集；4川を制した

近代技術/大熊孝責任編集)

中山茂；後藤邦夫；吉岡斉責任編集『通史･日本の科学技術』全5巻，学陽書房（1995-1999)．

(第1巻：占領期 1945-1952；第2巻：自立期 1952-1959；第3巻：高度成長期 1960-1969；第4巻：転

形期 1970-1979；別巻：総索引 年表．第5巻 1．2：国際期 1980-1995；“別巻：［増補］”：「総索引」の
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対象に5巻を追加，「年表」に1980以降を増補)

日本科学史 通史/全般

明治史講座刊行会，中瀬古六郎ほか著『明治科学史』日本文學社，大阪寶文館（發賣）（1931)．

寺島柾史『日本科學發達史』啓文社（1937)．

富成喜馬平『日本科學史要』弘文堂書房（1939)．

伊藤至郎『日本科學史』伊藤書店（1941)．

内山孝一著；興亞教學研究會編『日本科學史への反省：日本醫學の樹立』目黒書店（1941)．

田制佐重『日本科學史夜話』日新書院（1941)．

田制佐重『日本科學史物語』啓文社（1942)．

富成喜馬平『日本科學史要』4版，弘文堂書房（1942)．

『日本科學史』雄山閣（1942）（新講大日本史；第19巻)．

寺島柾史『日本科学史年表―世界対照』霞ケ関書房 (1942)．

小泉丹『日本科學史私 』岩波書店（1943)．

山本成之助『日本科學史』肇書房（1944)．

瑞穂出版株式会社編輯部編『明治初期科学史』瑞穂出版（1947)．

吉岡修一郎，井上忠『日本科學史夜話』大八洲出版（1948)．

湯浅光朝『解説科学文化史年表』中央公論社 (1950；増補版1960)．

吉田光邦『日本科學史』朝倉書店（1955)．

根本曾代子『明治維新期の日本薬界展望』南山堂（1958)．

黒岩俊郎「本多光太郎と金属学の発達」『中央公論』80(7）（1965.06)．

松原宏遠『科学･明治百年史：エピソードでつづる三代の科学史』講談社ブルーバックス（1966)．

杉本勲編『科学史（体系日本史叢書19)』山川出版社（1967)．

Teruko Moroga,“Chemical Studies on Ancient Japanese Glass Beads:from the Izumi Kyo-zuka(Sutra
 

Mound),Osaka;the Kyozuka Old Tomb,Osaka;and the Momotani Old Tomb,Kyoto,and Ancient
 

Chinese Glass Disk(Pi);and Glass Bead,”Japanese Studies in the History of  Science,7(1968):83-

91.

向坊隆；岸田純之助編『講座日本の将来7 科学技術と社会』潮出版社（1969)．

山下愛子編『近代日本女性史 科学』鹿島研究所出版（1970)．

藤井清久「明治初期における西洋科学思想の移入：杉浦重剛の場合」『科学史研究』96巻（1970)：198-

206．

武田楠雄『維新と科学』岩波新書（1972)．

広重徹『科学の社会史：近代日本の科学体制』中央公論社（1973)．

塚原徳道「元素周期表をめぐって―槌田式周期表を中心に」『化学』31(5）（1976.05)：341-349．

黒岩俊郎（日本歴史学会編)『本多光太郎』吉川弘文館（1977)．

Minoru Tanaka,“The Reception of Soddy’s Idea of Isotope and the Development of Radioactivity
 

Studies in Japan,”Japanese Studies in the History of  Science,16(1977):119-123.

寺畑喜朔「金沢における幕末から明治初期の科学書について―とくに化学書を中心にして―」『化学史研究』

第11号（1979)：18-21．

化 学 史 研 究 Vol.34 No.4212

(8)



道家達将『日本の科学の夜明け』岩波書店（1979)．

奥野久輝『江戸の化学』玉川大学出版部（1980)．

中山茂『科学と社会の現代史』岩波現代叢書NS(1981)．

渡部英雄「化学者ロスコーと日本とのかかわり」『英学史研究』14号（1981)：131-142．

川尻信夫『幕末におけるヨーロッパ学術受容の一断面：内田五観と高野長英･佐久間象山』東海大学出版会

（1982)．

水渡英二「堀場信吉の業績と経歴」『化学史研究』第22号（1983)：19-32．

橋本哲太郎･加藤秋男･山岡正和「油脂化学者辻本満丸先生―人となりと研究業績―」『化学史研究』第25

号（1983)：140-153．

大沢眞澄「イギリス留学時代の市川盛三郎，杉浦重剛の事績」『化学史研究』通巻24号（1983)：vi．

稲田信次「羅斯珂氏化学」『科学史研究』23巻（1984)：129-139．

立入明「島津製作所創業記念資料館―我国の理化学器械製作事始―」『化学史研究』第33号（1985)：193-

200．

畑晋「飯盛里安先生の業績とその解説」『化学史研究』第34号（1986)：21-31．

永山升三「脂肪酸工業創成期のオートクレーブ」『化学史研究』第34号（1986)：43-45．

阿部芳郎「日本の油しめ具とろうしめ具」『化学史研究』第35号（1986)：82-87．

吉田光邦『日本科学史』講談社学術文庫（1987)．

『近代日本学術用語集成』第1期全7巻（第5巻 化学･植物･鉱物学関係)，龍溪書舎（1988)．

伊東俊太郎，村上陽一郎共編『日本科学史の射程』培風館（1989)．

杉本勲編『近代西洋文明との出会い：黎明期の西南雄藩』思文閣出版（1989)．

Morris F.Low and Hitoshi Yoshioka,“Buying the’Peaceful Atom’:The Development of Nuclear
 

Power in Japan,”Historia Scientiarum,38(1989):29-44.

『近代日本学術用語集成』第2期 大正篇 全12巻（第8巻 上：化學語彙（増訂第3版))，復刻版，溪書舎

（1990)．

紫藤貞昭；矢部一郎編著『近代日本その科学と技術：原典への招待』弘学出版（1990)．

板倉聖宣；中村邦光；板倉玲子『日本における科学研究の萌芽と挫折：近世日本科学史の謎解き』仮説社

（1990)．

廣田鋼蔵･大岩正芳「積極と消極―蘭学書に語源を尋ねて―」『化学史研究』第18巻（1991)：193-196．

藤野明『銅の文化史』新潮社（1991)．

杉山滋郎『日本の近代科学史』朝倉書店（1994)．

鈴木裕子監修，財団法人東京女性財団『先駆者たちの肖像―明日を拓いた女性たち』ドメス出版（1994)．

廣田鋼蔵「理学界から工学界にわたる私の触媒研究遍歴」『化学史研究』第21巻（1994)：278-296．

八耳俊文「清末期西人著訳科学関係中国書および和刻本所在目録」『化学史研究』第22巻（1995)：312-

358．

笹本征男『米軍占領下の原爆調査：原爆加害国になった日本』新幹社（1995)．

Tessa Morris-Suzuki,“The Great Translation:Traditional and Modern Science in Japan’s Indus-

trialisation,”Historia Scientiarum,5(1995):103-16.

都河明子･嘉ノ海暁子『拓く―日本の女性科学者の軌跡』ドメス出版（1996)．

大庭脩『漢籍輸入の文化史』研文出版（1997）．
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吉岡斉『原子力の社会史 その日本的展開』朝日選書（1999)．

阪上正信「山田延男博士のパリーでの研究とその科学史的意味」『化学史研究』第26巻（1999)：152-157．

山田光男「航空研究所と山田延男」『化学史研究』第26巻（1999)：158-167．

復刻･『舎密』誌研究会『科学と青春の軌跡：焦土に息吹いた三校生の化学クラブ』せせらぎ出版（1999)．

岩崎允胤「西周と近代的諸学の体系的摂取」『東アジア研究』通号28（2000.05)：77-96．

デイヴィド･ブラウンストーン；アイリーン･フランク；猪口孝；市川良一『ジャンル別20世紀グローバ

ル年表― 政治･軍事> 科学･技術･医学> 社会･経済> 芸術･文化>』東洋書林 (2000)．

中山茂解説；笹本征男訳『日本の科学技術の再編』(GHQ日本占領史/竹前栄治，中村隆英監修）日本図書

センター（2000)．

佐々木幹郎『すみとも風土記：銅が来た道』NTT出版（2001)．

金子務『ジパング江戸科学史散歩』河出書房新社（2002)．

ボーエン･C･ディーズ（笹本征男訳)『占領軍の科学技術基礎づくり：占領下日本1945-1952：the allied
 

occupation and Japan’s economic miracle』河出書房新社（2003)．

日吉芳朗「輪島塗とその伝統技術の科学性」『化学史研究』第30巻（2003)：125-7．

本康宏史「大野弁吉の写真術と加賀の理化学」『化学史研究』第30巻（2003)：128-30．

関崎正夫･米田昭二郎「清水誠とマッチ」『化学史研究』第30巻（2003)：131-4．

日本技術史･産業史 通史/全般

『科學及工業最近之進歩』工政会（1924)．

日本工學會；啓明會『明治工業史』工学会(1925-31)；復刻：学術文献普及会(1968-69)；原書房（1994)；

龍渓書舎 (1994)(明治後期産業発達史資料第220-235巻)．

(電気篇，土木篇，造船篇，火兵･鉄鋼篇，建築篇，鉱業篇，鉄道篇，機械･地学篇，化学工業篇，序

篇･索引）

庄司務『日本曹達工業史』曹達晒粉同業会（1931)；改訂増補版，曹達晒粉同業会（1938)．

神長倉眞民『明治産業發生史』ダイヤモンド社（1936)．

宇野米吉編輯『ナイロン』紡織雑誌社（1939)．

宇野米吉編輯『大陸と 維工業：創業三十周年記念出版』紡織 誌社（1939)．

小野晃嗣『日本産業發達史の研究』至文堂（1941)．

東条恒雄『日本技術史話』興亜書房（1942)．

大久保恒次『日本科学技術史話』ダイヤモンド社（1943)．

多賀義憲『技術史話雑稿』北光書房（1943)．

中村幸八『発明五十年史』東京出版（1944)．

藤田豊『日本科学技術史』明玄書房（1956)．

『樟脳専売史』［正］，続，日本専売公社（1956)．

日本繊維協議会編『日本繊維産業史』総論編，各論編，繊維年鑑刊行会（1958)．

日本二硫化炭素工業史編纂委員会編『日本二硫化炭素工業史』日本硫炭協会（1958)．

日本長期信用銀行調査部編『カーバイド工業』日本長期信用銀行調査部（1960）．

『日本の曹達工業（庄司務著)；日本曹達工業の構造変動と発展の諸条件（寺田英樹著)』実業報知新聞社出

版部（1962)．
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朝日新聞社編『日本科学技術史』朝日新聞社（1962)．

杉本勲『近世実学史の研究：江戸時代中期における科学･技術学の生成』吉川弘文館（1962)．

現代日本産業発達史研究会『現代日本産業発達史』現代日本産業発達史研究会（1963-68)．

(2石油；3電力；4鉄鋼/飯田賢一･大橋周治･黒岩俊郎編；11繊維；12紙･パルプ；13化学工業/渡部

徳二編；18食品）

塩化ビニール協会編『塩化ビニール工業の歩み：塩化ビニール協会10周年記念』塩化ビニール協会

（1964)．

岩崎彌太郎･岩崎彌之助傳記編纂會編『岩崎彌太郎傳』上，下，岩崎彌太郎･岩崎彌之助傳記編纂會

（1967)．

近藤完一『日本化学工業論』勁草書房（1968)．

杉本つとむ（解説）『物類品 （生活の古典双書2)』八坂書房（1972）．

加藤弁三郎編『日本のアルコールの歴史：その事業と技術』協和醱酵工業（1974)．

大矢真一『日本科学史散歩：江戸期の科学者たち』中央公論社（1974)．

黒岩俊郎『日本技術論：資源開発利用の技術史的分析』東洋経済新報社（1976)．

吉田光邦『日本技術史研究』日本放送出版協会（1977)．

吉田光邦『［図説］技術と日本近代化』日本放送出版協会（1977)．

伊東俊太郎ほか編『日本人の技術（講座 比較文化 第5巻)』研究社（1977)．

科学技術と経済の会編『日本の技術10年前･10年後：科学技術と経済の会創立10周年記念論文集』日本

ビジネスレポート（1977)．

吉田光邦『図説 技術と日本近代化』日本放送出版協会（1977)．

吉田光邦『両洋の眼―幕末明治の文化接触―』朝日選書（1978)．

酢酸工業会編『日本酢酸業界史』酢酸工業会（1978)．

斎藤良輔『昭和玩具文化史』住宅新報社（1978)．

飯島孝『日本の化学技術：企業史にみるその構造』工業調査会（1981)．

村上陽一郎編『技術思想の変遷』朝倉書店（1981)．

杉本勲『近世日本の学術：実学の展開を中心に』法政大学出版局（1982)．

黒岩俊郎「日本技術者の系譜（1800年～1930年)」『専修経営学論集』通号38（1984.09)：107-134．

黒岩俊郎「日本技術者の系譜-2-（1931年～現在)」『専修経営学論集』通号41（1986.02)：229-260．

中岡哲郎；石井正；内田星美『近代日本の技術と技術政策』東京大学出版会（1986)．

『産業の昭和社会史』日本経済評論社（1986-93)．

(1医薬品/長谷川古；2商社/島田克美；3石油/岡部彰；4家電/青山芳之；5住宅/本間義人；6農協/

石見尚；7デパート･スーパー/小山周三，外川洋子；8鉄道/原田勝正；9銀行/後藤新一；10証券/小

林和子；11自動車/大島卓，山岡茂樹；12土木/玉城素編）

中山茂編著『日本の技術力―戦後史と展望』朝日新聞社（1986)．

久保在久編『大阪砲兵工廠資料集』日本経済評論社（1987)．

黒岩俊郎「産業と技術の記録―比較産業考古学の提唱―日本の技術移植の特徴と教訓」『金属』57(11）

（1987.11)：40-46．

黒岩俊郎『現代技術史論』東洋経済新報社（1987)．

吉田光邦『工芸の社会史』NHKブックス（1987)．
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坂本賢三『先端技術のゆくえ』岩波書店（1987）．

吉田光邦『技術史･技術論』放送大学教材（1989)．

吉田光邦『日本と中国―技術と近代化』三省堂選書（1989)．

大塩武『日窒コンツェルンの研究』日本経済評論社（1989)．

鎌谷親善『日本近代化学工業の成立』朝倉書店（1989)．

飯島孝「わが国のアセチレン法アセトアルデヒド製造技術の発展（その1･2･3）」『化学史研究』第17巻

（1990)：61-79，114-125，151-172．

宇田川武久『鉄炮伝来』中公新書（1990）．

「海軍火薬廠前史」刊行会編『海軍火薬廠前史：日本火薬製造株式会社』「海軍火薬廠前史」刊行会（1990)．

『叢書 近代日本の技術と社会』平凡社（1990-)．

(1稲作の技術と理論/岡光夫ほか責任編集；2たたらから近代製鉄へ/岡田廣吉責任編集；4川を制した

近代技術/大熊孝責任編集)

寺田裕「高圧法ポリエチレン―その発見と開発の歴史―」『化学史研究』第18巻（1991)：221-231．

黒岩俊郎「理工系大学での技術史･技術論 (技術史を学ぶ 教育特集>)」『金属』61(8）（1991)：24-29．

鎌谷親善「明治期日本における化学工業―人造肥料製造業―（その1)･(その2)･(その3）」『化学史研究』

第18巻（1991)：115-136；第19巻（1992)：14-35，73-104．

木岡護･広瀬敬治･柏典夫「チーグラー触媒によるポリエチレンの製造法」『化学史研究』第19巻

（1992)：40-49．

佐伯康治「合成ゴムの技術とその工業」『化学史研究』第19巻（1992)：267-281．

山崎豊彦「石油天然ガス回収技術研究を顧みて」『化学史研究』第19巻（1992)：142-143．

石川新一郎「新津油田の発見とその盛衰」『化学史研究』第19巻（1992)：150-151．

黒岩俊郎「時代を創った先端技術：古代から現代まで (特集>技術史と技術哲学)」『日本機械学會誌』

95(881)（1992)：248-249．

蓄電池工業会年史編纂委員会編纂『蓄電池50年のあゆみ：20周年記念誌』日本蓄電池工業会（1992)．

上出健二『繊維産業発達史概論』日本繊維機械学会（1993)．

竹岡敬温；高橋秀行；中岡哲郎編『新技術の導入近代機械工業の発展』同文舘出版（1993)．

城島俊夫「尿素肥料の開発の歴史」『化学史研究』第20巻（1993)：161-200．

山本為親「放電による天然ガスよりアセチレンの製造とイソオクタンの合成の工業化」『化学史研究』第20

巻（1993)：122-128．

黒岩俊郎編『技術の文化史』アグネ（1993)．

中山茂；吉岡斉『戦後科学技術の社会史』朝日選書（1994)．

田中直「石油脱硫技術の歴史をめぐって」『化学史研究』第21巻（1994)：60-69．

太田静行「うま味調味料の歴史」『化学史研究』第21巻（1994)：186-202．

佐藤正弥「ポリ塩化ビニリデンフィルムの社会史」『化学史研究』第21巻（1994)：234-249．

江崎正直･大谷真夫「メタノール合成技術」『化学史研究』第21巻（1994)：250-277．

佐伯康治「企業における研究開発―ポリマー企業を中心にして―」『化学史研究』第21巻（1994)：333-

344．

『製油録･甘蔗大成･製葛録･唐方渡俵物諸色大略絵図 (日本農書全集 第50巻)』農山漁村文化協会

（1994）．
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中山茂『科学技術の戦後史』岩波新書（1995)．

江崎正直「アンモニア合成技術（I）（II）(III)」『化学史研究』第22巻（1995)：15-49；197-225；第23巻

（1996)：15-53．

上仲博「1-アミノアントラキノン製造法の変遷―日本における無公害型製造法の開発―」『化学史研究』第

22巻（1995)：288-299．

松本三和夫『船の科学技術革命と産業社会―イギリスと日本の比較社会学―』同文館（1995)．

武田晴人編『日本産業発展のダイナミズム』東京大学出版会（1995)．

佐藤正弥 国産技術によるポリ塩化ビニリデン樹脂の製造･加工の企業化」『化学史研究』第23巻(1996)：

235-250

鈴木淳『明治の機械工業―その生成と展開』ミネルヴァ書房（1996)．

飯島孝『技術の黙示録：翼をたため，向きを変えるのだ』技術と人間（1996)．

大蔵永常；佐藤信淵（佐藤常雄，徳永光俊，江藤彰彦編)『農稼肥培論；培養秘録』農山漁村文化協会

（1996)．

佐藤公彦「旭硝子イオン交換膜法食塩電解技術の開発」『化学史研究』第24巻（1997)：148-156．

砂川茂「ヨウ素生産の歴史」『化学史研究』第24巻（1997)：281-294．

佐藤正弥「塩化ビニリデン技術の二つの系譜」『化学史研究』第24巻（1997)：33-41．

麻島昭一･大塩武『昭和電工成立史の研究』日本経済評論社（1997)．

山口康助『技術史のなかの日本人』近代文芸社（1997)．

化学工学会編『日本の化学産業技術：単位操作からみたその歩みと発展』工業調査会（1997)．

大庭成一「日本の写真工業の発展史 ―感光材料― I；II；III；IV」『化学史研究』第25巻（1998)：1-19；

第26巻（1999)：2-9；142-151；第27巻（2000)：65-73．

上仲博「住友化学グループにおけるm,p-クレゾールの工業的製造法の開発」『化学史研究』第25巻

（1998)：126-138．

安部田貞治「日本における新染料開発の歴史」『化学史研究』第25巻（1998)：139-145．

馬渕浩一『日本の近代技術はこうして生まれた：産業遺産をヒントに考える』玉川大学出版部（1999)．

勢九二五『樟脳と軍艦：岩崎弥太郎伝』鳥影社（2000)．

山中信夫「日本における燐酸製造プロセスの変遷」『化学史研究』第27巻（2000)：156-168．

籏崎由記「ヨウ素利用の歴史―ヨウ素系殺菌･消毒剤の歴史―」『化学史研究』第27巻（2000)：197-209．

岩倉義男「わが研究回想 ポリウレタン系合成繊維ポルランを創る」『化学史研究』第27巻（2000)：42-

46(42-46)．

上仲博「m,p-クレゾール物語」『化学史研究』第28巻（2001)：215-225．

江崎正直「アンモニア合成と工業触媒」『化学史研究』第28巻（2001)：226-237．

森田桂「会社の中の開拓研究者―大型新薬はM&Aより強し―」『化学史研究』第28巻（2001)：238-247．

鈴木恒夫「戦前の福岡県における化学工業の歴史」『化学史研究』第29巻（2002)：116-118．

石井正則「団琢磨と大牟田重化学工業」『化学史研究』第29巻（2002)：119-121．

中岡哲郎編『戦後日本の技術形成：模倣か創造か』日本経済評論社（2002)．

鈴木恒夫「戦前の福岡県における化学工業の歴史」『化学史研究』第30巻（2003)：218-230．

国立科学博物館『江戸大博覧会 モノづくり日本』国立科学博物館展示図録（2003）．

産業技術の歩みと未来を考える交流会議『産業技術の歩みと未来を考える交流会議1993-2003』産業技術の
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歩みと未来を考える交流会議（2003)．

Toru Matsuhashi and Shigeo Sugiyama,“The Technological Development of the Japanese Plastic
 

Industry Shortly after WW II and the Introduction of Western High Technology,”Historia Scientiar-

um,12(2003):219-232.

上仲博･江崎正直「インジゴ合成技術の歴史」『化学史研究』第31巻（2004)：195-214．

黒岩俊郎「私と科学史技術史と専修大学など―私と体験･戦後史」『専修大学社会科学研究所月報』488

(2004.2)：1-39．

宮本真樹「日本の塩化ビニル樹脂工業の歴史（1)」『化学史研究』第31巻（2004)：279-296．

宮本真樹「日本の塩化ビニル工業と技術の歴史（2)」『化学史研究』第32巻（2005)：20-31．

宮本真樹「日本における水銀法電解ソーダ工業技術の歴史（1）(2)」『化学史研究』第32巻（2005)：235-

245；第33巻（2006)：15-27．

青木隆夫；吉田勲；石川孝織；三輪宗弘；井上雅弘；山田大隆「シンポジウム：世界から見た日本の炭鉱技

術：炭鉱保存と技術の継承」『科学史研究』第45巻（2006)：42-56．

菅原国香；石田純郎；佐藤賢一；中村邦光；瀬戸口明久；安孫子誠也「シンポジウム：西洋近代科学諸概

念･説の受容に際しての日本人の対応･理解度をめぐって」『科学史研究』第45巻（2006)：173-188．

薩摩のものづくり研究会編『近代日本黎明期における薩摩藩集成館事業の諸技術とその位置付けに関する総

合的研究』薩摩のものづくり研究会（2006)．

宮本真樹「メタノール製造技術の歴史―海軍法の系譜を中心に」『化学史研究』第34巻（2007)：19-39．

姫宮利融「西周『百学連環』における「技術」と司馬遷『史記』「貨殖列伝」における「技術」」『稚内北星
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太田弘毅「倭寇による焔硝の密輸入―中国から日本へ」『芸林』45(3）（1996.08)：2-26．
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化 学 史 研 究 Vol.34 No.4246

(42)
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大庭景利「四国製糖史」『四国学院大学論集』通号31（1974.12)：82-103．
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(2）（1994)：65-130；3(1）（1994)：77-115．
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飯高伸五「日本統治下マリアナ諸島における製糖業の展開―南洋興発株式会社の沖縄県人労働移民の導入と

現地社会の変容」『史学』69(1）（1999.08)：107-140．
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日本における化学史文献：日本篇（吉本) 247

(43)



(2004)：35-58．
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史と経済』48(1）（2005.10)：1-17．
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鶴田利行「硝酸式硫酸製造プロセスの盛衰」『化学史研究』第22巻（1995)：83．

藍
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「ソーダ工業と技術の展開」『経済経営論集（東洋大学経済経営研究所)』通号62（1971.12)：119-155．
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鎌谷親善「日本のソーダ工業100年」『化学史研究』第24巻（1997)：101．
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B. 時 代 別

西洋との接触前

錬金術/錬丹術
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毛呂山町歴史民俗資料館編『蘭学事始：蘭医安藤文澤･太郎父子とその周辺：第5回特別展』毛呂山町歴史

民俗資料館（1995)．

杉本つとむ編『蘭学者肖像･遺墨･書簡集』早稲田大学出版部（1995)．

Unno,Katsutaka「The Celestial and Terrestrial Globes Illustrated in the Kansei Rekisho,an Exposi-

tory Book on the Kansei Calendar Compiled in1839」『洋学：洋学史学会研究年報』4（1995)：13-43．

Isozaki,Yasuhiko「John Jonston’s“Beschreyving van de Natuur”Imported and Translated in Japan」
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『洋学：洋学史学会研究年報』4（1995)：45-83．

磯崎康彦「ヨーン･ヨンストン著『動物図譜』の舶載と翻訳」『洋学』通号4（1995)：45-83．

勝山脩「江戸時代に翻訳されたオランダ語獣医学書の原典の探索」『洋学』通号4（1995)：85-123．

「シンポジウム「19世紀前半の西洋と日本」〔含 討論〕」『洋学』通号4（1995)：125-182．

石山洋，鈴木瑞枝，南啓治編『江戸文人辞典：国学者･漢学者･洋学者』東京堂出版（1996)．

岩崎克己『解体新書以前』平凡社東洋文庫（1996)．

岩崎克己（片桐一男解説)『解体新書の研究』平凡社東洋文庫（1996)．

梅溪昇『緒方洪庵と適塾』大阪大学出版会（1996)．

柴田収蔵（田中圭一編注)『柴田収蔵日記：村の洋学者』平凡社東洋文庫（1996)．

高田誠二「久米邦武と金武良哲の物理学手稿」『洋学』通号5（1996)：13-33．

東徹「佐久間象山と西洋科学のかかわり―化学分野を中心に」『洋学』通号5（1996)：35-62．

吉田厚子「長谷川延年書写『西洋雑記』『万国人物図纂』に関する二，三の検討〔含 資料翻刻 長谷川延

年「目録書目 地理書目漂流書目」〕」『洋学』通号5（1996)：63-129．

石山洋「(会長講演)洋学史研究における江戸時代舶載原書の意義」『洋学』通号5（1996)：157-172．

「シンポジウム「シーボルト生誕200年記念―長崎とシーボルトの諸問題」」『洋学』通号5（1996)：181-

228．

楠本寿一「オランダ海軍機関将校ハ･ハルデスが長崎で使用した参考書」『洋学』通号5（1996)：231-233．

今村英明「阿蘭陀通詞今村･堀家に関する考察」『洋学史研究』通号13（1996.04)：1-18．

Michel,Wolfgang「エンゲルベルト･ケンペルからみた日本語」『洋学史研究』通号13（1996.04)：19-54．

片桐一男「ケンペル･今村源右衛門英生の新訳語協議･決定」『洋学史研究』通号13（1996.04)：55-66．

山中三雄「不潔の水を善水にする法―van Swieten’s法は正しいか」『洋学史研究』通号13（1996.04)：85-

101．

秋葉哲生「古方派医学の成立とそれに与えたオランダ医学の影響―漢方医学理論の再構成について」『洋学

史研究』通号13（1996.04)：102-120．

河元由美子「マクドナルドと日本との出会い（2)」『洋学史研究』通号13（1996.04)：121-154．

『大坂が見た「異国」：オランダからの風』大阪府立中之島図書館（1997)．

片桐一男『蘭学事始とその時代』日本放送出版協会（1997)．

片桐一男『未刊蘭学資料の書誌的研究』ゆまに書房（1997)．

愛媛県歴史文化博物館編『伊予の蘭学：近代科学の夜明け：平成9年度企画展』愛媛県歴史文化博物館

（1997)．

杉本つとむ『江戸長崎紅毛遊学』ひつじ書房（1997)．

二宮陸雄『種痘医北城諒斎天然痘に挑む』平河出版社（1997)．

栗原福也「オランダ領東インドとフォン･シーボルト（1)」『洋学』通号6（1997)：167-193．

(石山禎一；桂ゆりえ 訳)「フィリップ･フランツ･ドゥ･シーボルト，カール･ルートヴィヒ･ブルー

メ共編『オランダにおける王立園芸奨励協会年報 第1号』(ライデン，H･W ･ヘイゼンバーク社，

1844年，総90頁，図版4葉 四つ折り本）の部分訳（その1)」『洋学』通号6（1997)：195-231．

加藤僖重「牧野標本館にあるシーボルトコレクション（その1）伊藤圭介作成の標本」『洋学』通号6

(1997)：233-261．

山田慶児「(特別講演)中国の「洋学」と日本」『洋学』通号6（1997)：1-9．
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Michel,Wolfgang「大英図書館のケンペル資料にみる日本の病名および病気」『洋学史研究』通号14

(1997.04)：1-9．

今村英明「出島の営繕について―蘭館日誌の記述及び出島図との比較」『洋学史研究』通号14(1997.04)：

10-27．

片桐一男「今村源右衛門英生の筆跡を求めて（2)」『洋学史研究』通号14（1997.04)：28-37．

秋葉哲生「日本の伝統医学理論とオランダ医学」『洋学史研究』通号14（1997.04)：46-54．

石川治「鷹見泉石の家老退隠口碑と鷹見家歴史資料のはざま」『洋学史研究』通号14（1997.04)：55-71．

杉田玄白［ほか訳著］(酒井シヅ現代語訳)『解体新書：全現代語訳』講談社学術文庫（1998)．

青木歳幸『在村蘭学の研究』思文閣出版（1998)．

池田逞『青地林宗の世界：伊予の蘭学者』愛媛県文化振興財団（1998)．

小川亜弥子『幕末期長州藩洋学史の研究』思文閣出版（1998)．

杉本つとむ編著『江戸時代西洋百科事典：『厚生新編』の研究』雄山閣出版（1998)．

福原義春『蘭学事始』集英社（1998)．

松田清『洋学の書誌的研究』臨川書店（1998)．

下山純正「美作の洋学―洋学者輩出とその地域特性を中心に―」『化学史研究』第25巻（1998)：75-76．

中山沃「備前の洋学―児玉順蔵と山川正朔」『化学史研究』第25巻（1998)：77-78．

石田純郎「緒方洪庵とロイトル」『化学史研究』第25巻（1998)：79．

菅原国香「『厚生新編』(1811-45）おける化学術語―原本との対比を中心に」『東洋大学工学部教養課程紀

要』第33号（1998)：1111-123；第34号（1999)：95-105．

(石山禎一；桂ゆりえ訳)「フィリップ･フランツ･ドゥ･シーボルト，カール･ルートヴィヒ･ブルーメ

共編『オランダにおける王立園芸奨励協会年報 第1号』(ライデン，H･W ･ヘイゼンバーク社，1844

年，総90頁，図版四葉 四つ折り本）の部分訳（その2)」『洋学』通号7（1998)：79-113．

加藤僖重「牧野標本館にあるシーボルトコレクション（その2）長崎奉行所の目付であった茂伝之進宅に植

えられていたネズの標本」『洋学』通号7（1998)：115-124．

森睦彦「徳川幕府の洋学書の出版統制」『洋学』通号7（1998)：125-152．

長井純市；安岡昭男；湯本豪一 他「大会シンポジウム 幕末維新の海外留学生」『洋学』通号7（1998)：

153-176．

田崎哲郎；青木歳幸；小川亜弥子 他「平成10年度総会 在村蘭学の研究」『洋学』通号7（1998)：187-

212．

小形利彦「明治期公立医学校の研究：ローレツと山形県済生館医学寮」『洋学：洋学史学会研究年報』7

(1998)：1-22．

Michel,Wolfgang「異文化との出会い―オランダ･カピタンの「謁見」について」『洋学史研究』通号15

(1998.04)：1-11．

松本英治「北方問題の緊迫と貸本『北海異談』の筆禍―文化期における幕府の情報統制」『洋学史研究』通

号15（1998.04)：19-48．

長沼秀明「目賀田種太郎のアメリカ留学―明治初期における洋学の開花」『洋学史研究』通号15(1998.04)：

49-64．

高橋勇市「史料紹介 柴田収蔵年譜考」『洋学史研究』通号15（1998.04)：65-80．

片桐一男「史料紹介 杉田玄白の養生法」『洋学史研究』通号15（1998.04)：81-92．
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片桐一男他「特集 わが町の蘭学資料･蘭学者たち」『洋学史研究』通号15（1998.04)：99-151．

青木宏一郎『江戸時代の自然：外国人が見た日本の植物と風景』都市文化社（1999)．

石山洋『洋学の人と本』日本古書通信社（1999)．

長野県立歴史館編『蘭学万華鏡：江戸時代信濃の科学技術：1999年度秋季企画展』長野県立歴史館

（1999)．

『「特集」洋学の九州 (Fukuoka style Vol.26)』福博綜合印刷（1999)．

杉本つとむ『蘭学に命をかけ申し候』晧星社（1999)．

吉田洋一「亀井南冥の医学思想」『洋学』通号8（1999)：1-21．

羽場俊秀「幕末期の佐賀藩の上海視察」『洋学』通号8（1999)：23-46．

鈴木幸彦「一関藩医に見る蘭学浸透の若干例」『洋学』通号8（1999)：47-66．

小形利彦「明治期公立医学校の授業科目―分析と特色」『洋学』通号8（1999)：1-21．

小暮実徳「ファン･デル･シェイスの『オランダ日本開国論』の成立事情―未公開目次を含む」『洋学』通

号8（1999)：95-113．

加藤僖重「牧野標本館にあるシーボルトコレクション（3）シーボルトが蒐集した日本産カンアオイ属植物

について」『洋学』通号8（1999)：115-132．

石山禎一「資料 オランダ王立園芸奨励協会の種苗園で栽培された，日本と中国から輸入された新旧の植物

一覧表―ライデンにあるフォン･シーボルト商会」『洋学』通号8（1999)：133-165．

栗原福也「(会長講演）フォン･シーボルトの日本調査報告書」『洋学』通号8（1999)：167-177．

井上勝也「新島襄―留学･思想形成･実践」『洋学』通号8（1999)：180-193．

高橋裕子「最初の女子留学生津田梅子―アメリカ社会史の視座から」『洋学』通号8（1999)：194-223．

戸田文明「洋学的知識人と官学」『洋学』通号8（1999)：224-233．

八百啓介「18世紀オランダ貿易の主体と蘭学」『洋学』通号8（1999)：262-272．

磯崎康彦「秋田蘭画と平賀源内所蔵蘭書」『洋学』通号8（1999)：273-286．

海原亮「18世紀蘭方医学の展開とその社会的影響」『洋学』通号8（1999)：287-301．

片桐一男「阿蘭陀通詞吉雄幸左衛門耕牛（1）祖父寿山と父藤三郎」『洋学史研究』通号16（1999)：1-25．

今村英明「出島阿蘭陀商館の三板(艀)について―蘭館日誌の記述を軸として」『洋学史研究』通号16

(1999)：26-40．

佐藤賢一「忘れられた数学塾「数理研究舎」の軌跡―和算家，武田謙蔵の数理思想」『洋学史研究』通号16

(1999)：41-58．

(長田和之訳)「史料紹介 A.H.フット著 下田･箱館訪問記」『洋学史研究』通号16（1999)：59-75．

沈国威編著『『六合叢談』(1857-58）の学際的研究（付語彙索引/影印本文)』白帝社（1999)．

杉田玄白（片桐一男全訳注)『蘭学事始』講談社（2000)．

一関市博物館編『はるかなるヨーロッパ：蘭学者大槻玄沢の世界認識：日蘭交流400年記念』一関市博物館

（2000)．

遠藤正治『本草学と洋学 小野蘭山学統の研究』思文閣出版（2000）．

片桐一男『江戸の蘭方医学事始：阿蘭陀通詞･吉雄幸左衛門耕牛』丸善（2000)．

吉良枝郎『日本の西洋医学の生い立ち：南蛮人渡来から明治維新まで』築地書館（2000)．

久米美術館編『久米邦武文書2 科学技術史関係』吉川弘文館（2000)．

ザビエル渡来450周年記念シンポジウム委員会編『薩摩と西欧文明：ザビエルそして洋学，留学生』鹿児島
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純心女子大学，南方新社 (発売）（2000)．

古西義麿『幕末洋学史の研究：緒方洪庵と大坂の除痘館』古西義麿，(2000.10)．

長野暹『佐賀藩と反射炉』新日本出版社（2000)．

長崎大学薬学部編『出島のくすり』九州大学出版会（2000)．

中村真一郎『木村 葭堂のサロン』新潮社（2000)．

南出康世［ほか］共編『大阪女子大学蔵洋学資料総目録』大阪女子大学（2000)．

有坂隆道「追悼 フリッツ･フォス博士を偲んで」『洋学』通号9（2000)：1-8．

鈴木幸彦「芝蘭堂門人吉川良祐と『蘭學佩〔ケイ〕』」『洋学』通号9（2000)：1-8．

加藤僖重「オランダ王立植物標本館にあった岡研介作成のフノリ属の標本」『洋学』通号9（2000)：105-

110．

平野満「日本の本草学略史―物産学の観点から」『洋学』通号9（2000)：144-147．

大場秀章「日本の本草学へのヨーロッパ自然史科学の影響」『洋学』通号9（2000)：150-053．

田中義信「田中芳男―その生涯と著作」『洋学』通号9（2000)：156-167．

大沢眞澄；岩瀬忠男「佐倉高校鹿山文庫蔵『模理損字書』について」『洋学』通号9（2000)：179-182．

土井康弘「佐賀藩武雄領医師群の西洋兵学研究への寄与―清水宗庵を中心として」『洋学』通号9（2000)：

182-186．

向井晃「『浩然随筆』の対外記事」『洋学』通号9（2000)：187-190．

小形利彦「博物学者 松森胤保とその周辺（1）弄石餘談を中心として」『洋学』通号9（2000)：193-195．

平野恵「幕末から明治の植木屋，柏木吉三郎」『洋学』通号9（2000)：195-197．

岩下哲典「長崎聞役とペリー来航予告情報」『洋学』通号9（2000)：200-202．

沼倉延幸「長崎聞役と海外情報」『洋学』通号9（2000)：203-206．

片桐一男「『蘭学事始附記』について」『洋学史研究』通号17（2000)：1-14．

今村英明「史料紹介 大英図書館所蔵『役人名録』等について―ケンペルコレクション新発見史料の一部と

して」『洋学史研究』通号17（2000)：39-45．

菅原国香「馬場貞由(佐十郎)訳述『泰西七金訳説』の原本と基本的化学術語」『東洋大学工学部教養課程紀

要』第35号（2000)：79-92．

金井幸佐久『吾妻の蘭学者たち：高野長英門下』上毛新聞社出版局 (発売）（2001)．

川嶌眞人『中津藩蘭学の光芒：豊前中津医学史散歩』西日本臨床医学研究所（2001)．

川嶌眞人『蘭学の里･中津：川嶌眞人エッセイ集』近代文芸社（2001)．

杉本つとむ編著『日本洋学小誌』皓星社（2001)．

飛田良文編『洋学者の伝記』ICU大学院比較文化研究科飛田研究室（2001)．

Cryns,Frederik（フレデリック･クレインス）「新宮凉庭『血論』の研究」『科学医学資料研究』297号

（2000)：1-8；307号（2001)：1-13．

Cryns,Frederik「坪井信道とブールハーフェの病理学思想」『洋学史学会研究年報 洋学』第8号

（2000)：244-245．

幸田正孝「美濃洋学の起源」『化学史研究』第28巻（2001)：2-17．

遠藤正治「尾張美濃の写真術」『化学史研究』第28巻（2001)：18-24．

八耳俊文「洋学と漢学―在華英米人の漢文書をめぐって―」『化学史研究』第28巻（2001)：25-37．

石田純郎「オランダの外科医ギルドの成立―蘭学の情報源としてのオランダの外科医」『洋学』通号10
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(2001)：15-38．

今村英明「徳川吉宗の植物注文と御用方阿蘭陀通詞―オランダ商館史料を通して」『洋学』通号10

(2001)：39-63．

遠藤正治「将軍吉宗がオランダ商館に注文した薬用植物」『洋学』通号10（2001)：65-94．

加藤僖重「牧野標本館にあるシーボルトコレクション（4）美馬順三作成の植物標本」『洋学』通号10

(2001)：95-103．

勝山脩「日本に西洋の獣医学をもたらした人々」『洋学』通号10（2001)：105-114．

「「洋学」の10年「洋学」1～10（1993年～2002年)目次一覧」『洋学』通号10（2001)：145-152．

片桐一男「江戸参府一行の人名･役職名･働き」『洋学史研究』通号18（2001)：1-22．

Cryns,Frederik「ブールハーフェの機械論思想と坪井信道」『科学医学資料研究』328号（2001)：1-15．

Cryns,Frederik「坪井信道『万病治準』における病理論」『科学医学資料研究』322号（2001)：1-12頁；

323号（2001)：1-5．

片桐一男『日蘭交流史：その人･物･情報』思文閣出版（2002)．

北原かな子『洋学受容と地方の近代：津軽東奥義塾を中心に』岩田書院（2002)．

坂本保富『幕末期日本における西洋砲術家の洋学知識：高知市民図書館蔵『徳弘家資料』所収『書籍写本等

史料』の分析』信州大学坂本保富研究室（2002)．

杉本つとむ『江戸の阿蘭陀流医師』早稲田大学出版部（2002)．

高橋輝和『シーボルトと宇田川 ：江戸蘭学交遊記』平凡社新書（2002)．

高橋貪一『洋学思想史論』新装版，新日本出版社（2002)．

高知県立牧野植物園編『牧野富太郎蔵書の世界：牧野文庫貴重書解題』高知県立牧野植物園（2002)．

長崎大学『出島の科学』刊行会編著『出島の科学＝Modern science from Dejima：長崎を舞台とした近代

科学の歴史ドラマ』九州大学出版会（2002)．

山崎彰『論集勃興期蘭学の研究：杉田玄白と大槻玄澤を中心に』［山崎彰］(2002)．

臨川書店編『 葭堂時代の日本文化：旅とサロンと開かれた知性』臨川書店（2002)．

宮永孝「 論説>日本洋学史：蘭学事始」『社会志林』49(2）（2002)：62-124．

今村英明「徳川吉宗と洋学 (その一，軍事･工学)」『洋学史研究』通号19（2002)：10-46．

石田純郎「オランダ外科医ギルドの全盛期―十七，十八世紀のギルド規約と外科医数の推移」『洋学』通号

11(2002)：1-24．

深瀬泰旦「西洋医学所医師添田玄春の長崎留学」『洋学』通号11（2002)：25-50．

田中智子「明治前期の官立学校における外国人教員雇用―第三高等学校前身校を事例に」『洋学』通号11

(2002)：83-110．

羽場俊秀「竹内使節団の西洋視察―イギリスの医療･教育施設」『洋学』通号11（2002)：111-132．

吉田忠「(会長講演)図示された太陽中心説」『洋学』通号11（2002)：133-153．

八百啓介「18･19世紀日蘭貿易の研究動向（1991～2000)― 公」の視点から「私」の視点へ」『洋学』通号

11(2002)：161-164．

岩下哲典「幕末海外情報史研究―アヘン戦争，パレンバン号，ペリー来航前後を中心に」『洋学』通号11

(2002)：167-170．

「(大会シンポジウム)近代的知識人と留学」『洋学』通号11（2002)：181-192．

片桐一男「泉屋文書にみえる輸入白砂糖」『洋学史研究』通号19（2002)：1-9．
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今村英明「徳川吉宗と洋学（その1 軍事･工学）オランダ商館史料を通して」『洋学史研究』通号19

(2002)：10-46．

Nomura,Toru「Magotaro:A Japanese Sailor’s Records of Insular Southeast Asia in the Eighteenth
 

Century」『洋学史研究 』通号19（2002)：47-91．

幸田正孝；佐光昭二「野村立栄･羽栗三圭（吉雄常庵)･冨永晋二：『免帽降乗録』と江戸の蘭学徒」『豊田

工業高等専門学校研究紀要』35（2002)：227-298．

朱京偉『近代日中新語の創出と交流：人文科学と自然科学の専門語を中心に』白帝社（2003)．

第3回国際シンポジウム/文部科学省特定領域研究「江戸のモノづくり」第3回国際シンポジウム実行委員

会編『近世日本における科学･技術の源流：ガリレオ，レーウェンフックから一貫斎まで』文部科学省特

定領域研究「江戸のモノづくり」第3回国際シンポジウム実行委員会（2003)．

今村英明「徳川吉宗と洋学 (その二，医学･薬学)」『洋学史研究』20（2003)：25-74．

片桐一男「1850年，江戸参府カピタンの献上･販売･残品」『洋学史研究』20（2003)：98-128．

市立長浜城歴史博物館企画･編集『江戸時代の科学技術：国友一貫斎から広がる世界』市立長浜城歴史博物

館（2003)．

Cryns,Frederik（フレデリック･クレインス）「宇田川玄真の神経観，『医範提綱』の文献学的研究」『科学

医学資料研究』341号（2003)：207-226；342号（2003)：239-257；343号（2003)：275-311．

「『洋学史研究』総目次（創刊号より第20号まで)」『洋学史研究』20（2003)：168-178．

青木歳幸；岩淵令治編『「共同研究」地域蘭学の総合的研究』国立歴史民俗博物館（2004)．

片桐一男『平成蘭学事始：江戸･長崎の日蘭交流史話』智書房，星雲社 (発売）（2004)．

杉田玄白（芳賀徹；緒方富雄；楢林忠男訳)『蘭学事始ほか』中公クラシックス（2004)．

小西聖一『杉田玄白：蘭学のとびらを開いた一冊の書物』理論社（2004)．

西條敏美『東国科学散歩』裳華房（2004)．

酒井シヅ『すらすら読める蘭学事始』講談社（2004)．

坂本保富『幕末洋学教育史研究：土佐藩『徳弘家資料』による実態分析：高知市民図書館』高知市民図書館

（2004)．

津山洋学資料館編『素晴らしき津山洋学の足跡』津山洋学資料館（2004)．

武雄市図書館･歴史資料館編『蘭学の来た道：武雄領主の買いもの帳：武雄市制施行50周年記念特別展』

武雄市図書館･歴史資料館（2004)．

宮永孝『日本洋学史：葡･羅･蘭･英･独･仏･露語の受容』三修社（2004)．

Cryns,Frederik『杏雨書屋洋書目録』武田科学振興財団杏雨書屋（2004)．

今村英明「徳川吉宗と洋学 (その三，天文暦法･人文学)」『洋学史研究』21（2004)：34-95．

片桐一男「阿蘭陀通詞に対する家学試験の実施」『洋学史研究』21（2004)：1-14．

相原修『蘭学者･石井修三の生涯：西洋を学び明治を先覚した偉才』羽衣出版（2005)．

有坂隆道『山片蟠桃と大阪の洋学』創元社（2005)．

大分県立歴史博物館編『おおいた蘭学事始：文明開化への』大分県立歴史博物館（2005)．

金子務『江戸人物科学史： もう一つの文明開化」を訪ねて』中公新書（2005)．

坂本保富『土佐藩『徳弘家資料』から見た幕末期の日本：軍事科学を媒介とした洋学の普及拡大過程』信州

大学坂本保富研究室（2005)．

芝哲夫『適塾の謎』大阪大学出版会（2005)．
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ティツィング（横山伊徳編)『オランダ商館長の見た日本：ティツィング往復書翰集』吉川弘文館（2005)．

『「大艦･巨砲ヲ造ル」：江戸時代の科学技術：開館1周年記念平成17年度佐賀城本丸歴史館企画展』佐賀県

立佐賀城本丸歴史館（2005)．

吉良枝郎『幕末から廃藩置県までの西洋医学』築地書館（2005)．

土井康弘『日本初の理学博士伊藤圭介の研究』皓星社（2005)．

壬生町立歴史民俗資料館編『みぶ蘭学人あらわる』壬生町立歴史民俗資料館（2005)．

山嶋哲盛『明治金澤の蘭方医たち』慧文社（2005)．

今村英明「18世紀の漆器･磁器オランダ貿易について（その1）漆器篇」『洋学史研究』22（2005)：1-40．

片桐一男「事件の発端となったシーボルトの手紙―阿蘭陀通詞中山作三郎が手控えたシーボルトの手紙と鷹

見泉石の手紙控え」『洋学史研究』22（2005)：41-59．

松本英治「加賀藩における洋式兵学者の招聘と佐野鼎の出仕」『洋学史研究』22（2005)：60-81．

佐々木譲『幕臣たちと技術立国』集英社（2006)．

前田勉『兵学と朱子学･蘭学･国学：近世日本思想史の構図』平凡社選書（2006)．

『蘭学者と蘭学資料：古典籍総合データベース公開記念』早稲田大学図書館（2006)．

『森本家が守り伝えた津山洋学の至宝展：津山洋学資料館平成18年度特別展図録』津山洋学資料館（2006)．

Cryns,Frederik（フレデリック･クレインス）『江戸時代における機械論的身体観の受容』臨川書店

（2006)．

今村英明「18世紀の漆器･磁器オランダ貿易について（その2）磁器篇」『洋学史研究』23（2006)：102-

139．

河元由美子「開港地に於ける黒船艦隊―役人との私的交流及び日本庶民の黒船観察記」『洋学史研究』23

(2006)：140-160．

片桐一男「研究余滴『一角之図』にオランダ語賛を入れたのは誰か」『洋学史研究』23（2006)：191-195．

石田純郎『オランダにおける蘭学医書の形成』思文閣出版 (2007)．

八木正自「Bibliotheca Japonica（110）洋学史研究の系譜―蘭学資料研究会を中心に（1)」『日本古書通

信』72(2）（通号931）（2007.2)：21．

緒方惟之『医の系譜 緒方家五代』燃焼社（2007)．

東徹『エレキテルの魅力 理科教育と科学史』裳華房（2007)．

ルイス･デ･アルメイダ

結城了悟＝パチェコ･ディエゴ『ルイス･デ･アルメイダ (一五二五-一五八三)：光を燈す医師』(ポルト

ガル語と日本語）［Macau］：Instituto Cultural de Macau,1989．

東光博英「イエズス会士ルイス･デ･アルメイダの生涯について：アジュダ図書館蔵“Jesuitas na Asia”

集書による」『研究論叢 (京都外国語大学)』44（1995)：113-129．

門脇聖子「デイアコニア史（2)：ルイス･デ･アルメイダの生涯と思想」『紀要visio:research reports

(九州ルーテル学院大学)』26（1999)：11-22．

杣山貴要江「ルイス･アルメイダと社会事業― 育児院」が示唆するもの」『日本文理大学商経学会誌』22

(2）（2004.3)：35-54．

相川忠臣「ルイス･デ･アルメイダとポンペ･ファン･メールデルフォールト」『日本医事新報』4198

（2004.10)：39-43．
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木村專太郎「西洋医学の伝来事始 ルイス･デ･アルメイダ（1）ポルトガルから大分へ」『臨床整形外科』

40(3）（2005.3)：282-286．

木村專太郎「西洋医学の伝来事始 ルイス･デ･アルメイダ（その2）西九州での布教活動」『臨床整形外

科』40(6）（2005.6)：690-693．

エイクマン

石田純郎；ボイケルス，ハルム「エイクマン先生伝」『医学史研究』通号58（1984.09)：783-787．

宗田一「医学近代化と外人たち-9-司薬場で活躍した人びと」『臨床科学』22(1）（1986.01)：111-116．

宗田一ほか編著『医学近代化と来日外国人』世界保健通信社（1988)．

シーボルト

呉秀三『シーボルト』吐鳳堂 (發賣)，丸善書籍店 (賣捌）（1896)．

シーボルト先生渡来百年記念会編『シーボルト先生渡来百年記念会趣意書･記念事業･会則』シーボルト先

生渡来百年記念会（1923)．

シーボルト先生渡來百年記念會編輯『シーボルト先生渡來百年記念論文集』シーボルト先生渡來百年記念會

（1924)．

武藤長藏『我國最初の商業學校創立計劃者シーボルト』［武藤長藏？］(1924)．

呉秀三『シーボルト先生：其生涯及功業』第2版，吐鳳堂書店（1926)．

シーボルト（呉秀三譯註)『シーボルト江戸参府紀行』駿南社（1928)；改訂復刻版，雄松堂書店（1966)；

オンデマンド版，雄松堂出版（2005)．

シーボルト（呉秀三訳註；呉茂一校訂)『シーボルト日本交通貿易史』駿南社（1929)；改訂復刻版，雄松堂

書店（1966)；オンデマンド版，雄松堂出版（2005)．

シーボルト（小澤敏夫訳)『シーボルトの最終日本紀行』駿南社（1931)．

江崎悌三『Philipp Franz von SieboldのFauna Japonica解説』植物文献刊行會（1935)．

今宮新「アレキサンダー･フォン･シーボルト」『三田史學會』第十五巻第四號（1937)：115-155．

フィリップ･フランツ･フォン･シーボルト（ヨハン･ホフマン解説；日本學會，日獨文化協會編輯)『フ

ィリップ フランツ フォン シーボルト蒐集並ニヘーグ王立博物館所蔵日本書籍及手稿目録』郁文堂書

店（1937)．

Philipp Franz von Siebold,Beitrage zur Geschichte von Japan,［郁文堂書店］,［1937］.

Philipp Franz von Siebold,Anbau und Bereitung des Thees auf  Japan,［郁文堂書店］,［1937］.

日獨文化協會編『シーボルト研究』岩波書店（1938)．

シーボルト（大鳥蘭三郎翻訳；日本學會，日獨文化協會編輯)『シーボルト關係書翰集：シーボルトよりシ

ーボルトヘ』大井久五郎，郁文堂書店 (發賣）（1941)．

羽仁説子『シーボルトの娘たち』創生社（1948)．

板沢武雄『シーボルト』吉川弘文館（1960)．

『シーボルト評伝』シーボルト先生史跡保存会（1962)．

『ケンペル，シーボルト資料展示会目録』ケンペル･シーボルト記念顕彰会（1966)．

中西啓『二人の日本研究家：ケンペル没後二百五十年およびシーボルト没後百年を記念して』ケンペル･シ

ーボルト記念顕彰会（1966)．
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シーボルト（斎藤信訳)『江戸参府紀行』平凡社（1967)．

呉秀三『シーボルト先生 その生涯及び功業』3冊，平凡社東洋文庫（1967)．

秋岡武次郎『一八四〇年シーボルト著日本図ならびに一八一一年アロースミス著日本図』大日本測量

（1967）．

L.B.ホルサイス；酒井恒『シーボルトと日本動物誌：日本動物史の黎明』学術書出版会，啓学出版（発売）

（1970)．

L.B.Holthuis and T.Sakai,Ph. F. von Siebold and Fauna Japonica : A History of  Early Japanese
 

Zoology，学術書出版会，1970．

Yoshikazu Ishiyama,“A Brief Chronology of Dr Heinrich Burger,”Japanese Studies in the History of
 

Science,9(1970):107-113.

シーボルト『シーボルト日本植物図譜』講談社（1974)．

ハンス･ケルナー（竹内精一訳)『シーボルト父子伝』創造社（1974)．

日蘭学会編『シーボルトと日本： 日本」復刻版刊行記念資料展目録』日蘭学会（1975)．

竹田道子（田代三善絵)『父のさじ：シーボルトのむすめの物語』実業之日本社（1976)．

本田正次ほか解説執筆『シーボルト日本植物誌解説』［出版者不明］，［1976？］．

フィリップ･フランツ･フォン･シーボルト（中井晶夫訳)『日本：日本とその隣国，保護国―蝦夷･南千

島列島･樺太･朝鮮･琉球諸島―の記録集．日本とヨーロッパの文書および自己の観察による．』第1巻-

図録 第3巻，雄松堂書店（1977-79)．

緒方富雄ほか『シーボルト『日本』の研究と解説』講談社（1977)．

布施昌一『シーボルトの日本探険：この『人間と歴史』の風景』木耳社（1977)．

楢崎宗重編『秘蔵浮世絵：オランダ国立ライデン民族学博物館シーボルト･コレクション』第1巻-第3巻，

講談社（1978)．

日独文化協会編『シーボルト研究』名著刊行会（1979)．

木村陽二郎『シーボルトと日本の植物：東西文化交流の源泉』恒和出版（1981)．

シーボルト（齋藤信訳)『シーボルト：参府旅行中の日記』思文閣出版（1983)．

『シーボルト日本鳥類図譜』文有（1984)．

吉田昭治『連座：シーボルト事件と馬場為八郎』無明舎出版（1984)．

大沢真澄･塚原東吾「Ph.F.フォン･シーボルトの日本産鉱物･岩石および和漢薬などの調査」『化学史研

究』第32号（1985)：157．

法政大学フォン･シーボルト研究会編『Ph.Fr.von Siebold研究論集』法政大学（1985)．

宮永孝『阿蘭陀(おらんだ)商館物語』筑摩書房（1986)．

西武美術館ほか編『川原慶賀展：幕末の日本を伝えるシーボルトの絵師』西武美術館（1987)．

山口隆男『シーボルトと日本の博物学』(科研費成果報告書)(1987)．

板沢武雄『シーボルト』新装版，吉川弘文館（1988)．

京都国立博物館ほか編『シーボルトと日本：日本･オランダ修好380年記念』朝日新聞社（1988)．

布施昌一『シーボルトの日本史』木耳社（1988)．

フランツ･シーボルト『シーボルト収集図書目録』科学書院（1988)．

久米康生『シーボルトと鳴滝塾：悲劇の展開』木耳社（1989)．

中西啓『シーボルト前後：長崎医学史ノート』長崎文献社（1989)．
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長崎市教育委員会編集『シーボルト記念館資料目録』長崎市教育委員会（1989)．

シーボルト･カウンシル編『ヨーロッパに眠る日本の宝：長崎出島からの旅：シーボルト･コレクション』

文芸春秋（1990)．

水間直二『シーボルト事件と富山』桂書房（1990)．

大森實編『PH.FR.VONシーボルトと日本の近代化：法政大学第11回国際シンポジウム』法政大学

（1992)．

［シーボルト画］(木村陽二郎，大場秀章解説)『日本植物誌：シーボルト「フローラ･ヤポニカ」』八坂書房

（1992)．

羽仁説子『シーボルトの娘たち』新日本出版社（1992)．

浜田けい子（依光隆絵)『日本ではじめての女医：楠本いね』岩崎書店（1992)．

山田重人「シーボルトと長崎の植物」『鳴滝紀要』第2号（1992)：44-54．

山口隆男「シーボルト収集の動物標本類を調査して」『学術月報』45(4）（1992.04)：331-337．

ヴォルフガング･ゲンショレク（真岩啓子訳)『評伝シーボルト：日出づる国に魅せられて』講談社

（1993)．

中西啓『長崎のオランダ医たち』岩波書店（1993)．

山口隆男編『シーボルトと日本の博物学：甲殻類』日本甲殻類学会（1993)．

吉村昭『ふぉん･しいほるとの娘』上巻，下巻，新潮文庫（1993)．

OAG･ドイツ東洋文化研究協会編『西洋人の描いた日本地図：ジパングからシーボルトまで』OAG･ドイ

ツ東洋文化研究協会（1993)．

朝野雅文『伊能勘解由(忠敬)測量絵図：伊能図の果たした役割 主にシーボルト事件と英国測量船との掛か

り合い』北総史学研究所（1993)．

シーボルト記念館『シーボルトのみたニッポン』シーボルト記念館（1994)．

片桐一男『オランダ商館長とシーボルトの江戸参府』シーボルト宅跡保存基金管理委員会（1994)．

山口隆男「シーボルトの日本の動物学への貢献」『化学史研究』第21巻（1994)：97-98．

宮坂正英「ブランデンシュタイン家文書に見られるシーボルトと桂川甫賢，宇田川 庵との交流に関する記

述資料について」『化学史研究』第21巻（1994)：99-100．

Yojiro Kimura and Valerii I.Grubov(eds.),Siebold’s Florilegium of  Japanese Plants =Florilegium
 

plantarum Japonicarum Sieboldii,4vols.,Maruzen,1993-1994.

大谷恒彦『シーボルト事件の背景と間宮林蔵：私論「林蔵は密告していない」』間宮林蔵顕彰会事務局

（1995)．

保田孝一編著；高橋輝和，倉地克直，木之下忠敬共訳『文久元年の対露外交とシーボルト』岡山大学吉備洋

学資料研究会（1995)．

シーボルト記念館編集『シーボルト家の二百年展：シーボルト生誕200周年記念特別展』シーボルト記念館

（1996)．

P.F.B.フォン･シーボルト（大場秀章監修･解説；瀬倉正克訳)『シーボルト日本の植物』八坂書房

（1996)．

H･v･シーボルト（原田信男，H･スパンシチ，J･クライナー訳注)『小シーボルト蝦夷見聞記』平凡社

東洋文庫（1996)．

ドイツ-日本研究所，東京都江戸東京博物館，国立民族学博物館編『シーボルト父子のみた日本：生誕200

化 学 史 研 究 Vol.34 No.4268

(64)



年記念』ドイツ-日本研究所（1996)．

片野純惠『蘭方女医者事始：シーボルト･イネ』創栄出版（1996)．

成田睦子ほか編『シーボルト･日本を旅する：一外国人の見た日本の原風景』シーボルト･カウンシル

（1996)．

山口隆男「シーボルトと日本の動物学」『鳴滝紀要』6（1996)：104-126．

石山禎一編著『シーボルトの日本研究』吉川弘文館（1997)．

大森実『知られざるシーボルト：日本植物標本をめぐって』光風社（1997)．

箭内健次；宮崎道生編『シーボルトと日本の開国･近代化』続群書類従完成会（1997)．

宮崎道生『シーボルトと鎖国･開国日本』思文閣出版（1997)．

山口隆男「シーボルトと日本の植物学」『Calanus特別号I』(1997)：1-410．

久米康生『シーボルトと鳴滝塾―悲劇の展開―』木耳社（1998)．

ヨーゼフ･クライナー編著『黄昏のトクガワ･ジャパン：シーボルト父子の見た日本』日本放送出版協会

（1998)．

日本思想史懇話会編集『季刊日本思想史 55 シーボルト：特集』ぺりかん社（1999)．

加藤僖重「牧野標本館所蔵のシーボルト･コレクション」『横須賀市博物館研究報告 自然科学』46

（1999.3)：23-32．

シーボルト（木村陽二郎，大場秀章解説)『日本植物誌：シーボルト『フローラ･ヤポニカ』』新装版，八坂

書房（2000)．

シーボルト記念館編『シーボルトの江戸参府展：日蘭交流400周年記念･第13回特別展』シーボルト記念

館（2000)．

石山禎一『シーボルト―日本の植物に賭けた生涯』里文出版（2000)．

カウヴェンホーフェン，アルレッテ；フォラー，マティ著；フォラーくに子 (佐藤悟訳)『シーボルトと日

本―その生涯と仕事』八木書店（2000)．

大場秀章編『シーボルト日本植物コレクション』東京大学総合研究博物館，東京大学出版会 (発売）

（2000)．

シーボルト記念館編『シーボルト旧蔵日本植物資料展：鳴滝に花開く植物図：第12回特別展』シーボルト

記念館（2000)．

『工藤謙同･調査資料集：杵築出身の蘭方医（シーボルトの鳴滝塾で学んだ門人)：杵築蕃の医師･工藤蓬斎

の次男』［久米忠臣］(2000)．

Fukui Hidetoshi,Miyasaka Masahide and Tokunaga Hiroshi,Siebold’s  Japan,Siebold Memorial
 

Museum,2001.

大場秀章『花の男シーボルト』文藝春秋（2001)．

シーボルト記念館編集『フォン･ブランデンシュタイン家所蔵シーボルト関係文書マイクロフィルム目録』

第1巻，第2巻，長崎市教育委員会（2001)．

高橋輝和『シーボルトと宇田川 ―江戸蘭学交遊記』平凡社 (2002)．

『シーボルト･コレクション日本植物図譜展：日本のボタニカル･アートの原点』アート･ライフ（2002)．

石山禎一；沓沢宣賢；宮坂正英；向井晃編『新･シーボルト研究I 自然科学･医学篇』八坂書房（2003)．

石山禎一；沓沢宣賢；宮坂正英；向井晃編『新･シーボルト研究II 社会･文化･芸術篇』八坂書房

（2003)．
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加藤僖重『牧野標本館所蔵のシーボルトコレクション』思文閣出版（2003)．

大場秀章編『シーボルトの21世紀』東京大学総合研究博物館，東京大学出版会 (発売）（2003)．

兼重護『シーボルトと町絵師慶賀：日本画家が出会った西欧』長崎新聞社（2003)．

『シーボルト宅跡調査報告書』長崎市教育委員会（2004)．

ねじめ正一『シーボルトの眼：出島絵師川原慶賀』集英社（2004)．

田賀井篤平（研究代表者)『シーボルト鉱物標本による江戸末期の日本での鉱物認識と鉱物学の実状につい

ての研究』田賀井篤平（2004)．

石山禎一；牧幸一『シーボルト日記―再来日時の幕末見聞記』八坂書房 (2005)．

加藤僖重ほか編『牧野標本館所蔵シーボルトコレクション』データベースCD-ROM版，東京都立大学出版

会（2005)．

今村明生『歳月：シーボルトの生涯』新人物往来社（2006)．

ヴェルナー･シーボルト（酒井幸子訳)『シーボルト，波瀾の生涯』どうぶつ社（2006)．

ツュンベリー（Thunberg)

日本学術会議，日本植物学会編纂『ツュンベリー研究資料』日本学術会議：日本植物学会（1953)．

岩生成一「ツューンベリイを繞る蘭学者」『図書』通号25（1951)：15-17．

波部忠重「貝類の学名の命名者列伝 (2)：ツユンベリーCarl Peter Thunberg（1743-1828)」『ちりぼたん』

3(3）（1964)：51-52．

芳賀徹「ケンペルからツュンベリーへ―十八世紀後半の西欧世界と日本」『比較文化研究』通号8（1967)：

1-36．

芳賀徹「徳川日本と西欧世界―ケンペルからツュンベリーへ」『自由』13(8）（1971.08)：177-191；13(9）

（1971.09)：210-223．

木村陽二郎「植物学者ツュンベリー―来日200年記念事業にさいして」『自然』31(6）（1976.06)：48-53．

原寛「ツュンベリーが命名した日本植物の基準選定について」『植物研究雑誌』61(12）（1986.12)：353-

363．

高橋文；川瀬清「C.P.ツュンベリーと日本-1-ツュンベリー来日の背景」『薬史学雑誌』22(1）（1987)：38-

48．

高橋文「C.P.ツュンベリーと日本-2-来日前の医学研究について」『薬史学雑誌』26(2）（1991)：87-95．

高橋文「C.P.ツュンベリーと日本-3-来日前の医学論文について」『薬史学雑誌』26(2）（1991)：96-104．

C･P･ツュンベリー（高橋文訳)『江戸参府随行記』平凡社東洋文庫（1994)．

高橋文「C.P.ツュンベリーと日本-4-水銀水療法について」『薬史学雑誌』29(1）（1994)：47-54．

高橋文「C.P.ツュンベリーと日本-5-続水銀水療法について」『薬史学雑誌』29(1）（1994)：55-63．

高橋文「「C･P･ツュンベリーと日本」第四報･第五報」『日本薬史学雑誌』29(1）（1994)：47-63．

高橋文「ツュンベリーと日本人との交流」『洋学史研究』11（1994)：42-61．

Jonsell,Bengt「ツュンベリーとリンネおよびその伝統〔英文〕」『植物研究雑誌』69(5）（1994.10)：334-

337．

Nordenstam,R.B.「C.P.ツュンベリーの生涯，その旅行と科学的業績〔英文〕」『植物研究雑誌』69(5）

（1994.10)：338-344．

Wijnands,D.O.「ツュンベリーとオランダ，彼の旅行の背景と影響〔英文〕」『植物研究雑誌』69(5）
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（1994.10):347-358．

金井弘夫「ツュンベリーと日本のアマチュア植物学〔英文〕」『植物研究雑誌』69(5）（1994.10)：359-362．

高橋文「ツュンベリーの日本医療への貢献〔英文〕」『植物研究雑誌』69(5）（1994.10)：363-371．

平林春樹「ツュンベリーによって命名された日本の植物」『桐朋学園大学研究紀要』22（1996)：215-249．

石山洋「シーボルトがケンペル/ツュンベリー顕彰碑を建立した理由」『日本古書通信』61(2）（1996.02)：

2-4； 61(3）（1996.03)：8-10．

大場秀章「ツュンベリーと江戸時代の植物学」『日経サイエンス』27(2）（1997.02)：104-111．

片桐一男「研究余滴 ツュンベリーに会いたい」『洋学史研究』通号19（2002)：92-96．

澤崎博次「ツュンベリーとシーボルト」『ほすぴたるらいぶらりあん』30(2）（2005.4)：112-115．

加藤僖重「ツュンベリーとツュンベリーの採集品―オランダ国立植物標本館ライデン大学分館の所蔵品を例

に」『マテシス･ウニウェルサリス』8(1）（2006.10)：111-130．

ハ ラ タ マ（Gratama）

ハラタマ『理化新説』大阪理学校（1870)．

ハラタマ氏述『舎密局開講之説』明治文化研究会編明治文化全集 二十七，4，1967．

芝哲夫「ハラタマと日本の化学」『化学史研究』第18号（1982)：1-16．

芝哲夫「ハラタマの来日とその業績」『日蘭学会会誌』9(2）（1985)：137-156．

石田純郎「医学近代化と外人たち-5-ウトレヒト陸軍軍医学校の同窓生たち―ハラタマ，レーウェン，ブッ

ケマ，ロイトル」『臨床科学』21(8）（1985.08)：1089-1094．

芝哲夫「オランダ化学者K.W.ハラタマ博士と大阪における化学校 舎密局」(’Dutch Chemist Dr.K.W.

Gratama and the School of Chemistry,Seimi Kyoku,in Osaka’)『日蘭のかけ橋』(Bridge Between
 

Japan and Netherlands),Vol.6（1986)：191-198．

小出力「ハラタマ先生没後百年記念講演会：ハラタマと日本の化学」『化学と教育』36(2）（1988)：209．

椎原庸「化学物語-1-日本に初めて近代化学を伝えた男ハラタマ」『化学』43(9）（1988.09)：606-610．

椎原庸「化学物語-2-日本に初めて近代化学を伝えた男ハラタマ」『化学』43(10）（1988.10)：678-682．

椎原庸「化学物語-3完-日本に初めて近代化学を伝えた男ハラタマ」『化学』43(11）（1988.11)：746-750．

椎原庸「ハラタマと大阪舎密局：ただ一人の蘭人理化学教師の来日」『化学と教育』37(5）（1989)：472-

476．

今村寿明「化学大家357 Koenraad Wolter Gratama」『和光純薬時報』59(2）（1991)：1-5．

芝哲夫「ハラタマ書簡について」『化学史研究』第19巻（1992)：228．

芝哲夫『オランダ人の見た幕末･明治の日本：化学者ハラタマ書簡集』菜根出版（1993)．

八耳俊文「芝哲夫『オランダ人の見た幕末･明治の日本―化学者ハラタマ書簡集―』」『化学史研究』第23

巻（1996)：77-78．

芝哲夫「大阪舎密局とハラタマ」『化学と教育』44(1）（1996)：16-17．

藤原鎮男「東京開成学校とハラタマ（上）（下）東京大学理学部化学科のルーツ」『UP』26(7）（1997.07)：

15-20；26(8）（1997.08)：26-32．

芝哲夫「長崎におけるK.W.ハラタマの舎密学講義録」『化学史研究』第25巻（1998)：26-40．

Hiemstra,Henk「シーボルトとハラタマ以来のオランダ―四百年の交流と日本の近代化」『化学』53(12）

（1998.12)：19-21．
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芝哲夫「第18回化学会館化学史資料展示 舎密局とハラタマ」『化学と工業』53(3）（2000)：298-300．

芝哲夫「日本の化学とオランダ―ハラタマと舎密局が遺したもの」『化学』55(4）（通号587）（2000.04)：

27-32．

芝哲夫「日蘭交流400年記念ハラタマワークショップ報告」『化学史研究』第27巻（2000)：231-232．

芝哲夫「第18回化学会館化学史資料展示（3月1日～8月中旬）舎密局とハラタマ」『化学史研究』第27巻

（2000)：77-79．

藤原鎭男「TASCフォーラム 金の化学から見た日本史の三つの夜明け（3）馬関戦争の賠償金とハラタ
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坪井信道『遠西二十四方』(1831)．
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Cryns,Frederik「江戸後期における西洋発生学思想の受容―マルピーギの受精卵観察と坪井信道」

『Nichibunken Japan Review』17（2005)：55-89．

舎 密 開 宗
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田中実，坂口正男，道家達将，菊池俊彦『舎密開宗の研究』講談社（1975)．
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東徹「『舎密開宗』の参考文献『葛氏舎密』について」『化学史研究』第25巻（1998)：61-62．
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北村二朗「『舎密便覧』と『草木図説』」『ファルマシア』21(8）（1985)：776-777．
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本草/自然誌/博物学

清原重巨撰（遠藤正治編)『草木性譜･有毒草木図説』(1827)；八坂書房（1989)．

貝原益軒『大和本草綱目』二十三冊 宝永六年刊．

田中長三郎『泰西本草及び本草家』岩波講座生物学（1931)．
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森銑三『おらんだ正月』冨山房百科文庫（1938)．
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上野益三『日本博物学史』星野書店（1948)．

日野巖『防長本草学及生物学史』同先生還暦記念会刊（1958)．

吉川芳秋『本草蘭医科学郷土史考』吉川芳秋（1971)．
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木村陽二郎『日本自然誌の成立』中央公論社（1974)．

松島博『近世伊勢における本草学者の研究』講談社（1974)．
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岡西為人『本草概説』創元社（1977)．

日野巖『防長本草学及生物学･農学年表』マツノ書店（1977)．

(木村康一新註校定；鈴木真海訳)『新註校定国訳本草綱目』春陽堂書店（1979)．
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山田慶兒編『東アジアの本草と博物学の世界』上･下，思文閣出版（1995）．

東京科学博物館編『幕末本草家交信録―畔田翠山･山本沈三郎文書―』名著刊行会（1996)．
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告書；平成14-15年度，平成16-17年度．江戸のモノづくり)』北里研究所東洋医学総合研究所医史学研

究部（2006)．
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宮崎ふみ子「開成所に於ける慶応改革：開成所 学政改革」を中心として」『史學 誌』89(3）（1980)：343-
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134．

佐藤博之「恒藤規隆と肥料鉱物調査所百年史の一こま（5）」『地質ニュース』378（1986)：34-45．

鎌谷親善「京都市陶磁器試験場―明治29年～大正9年-1-」『化学史研究』通号40（1987)：97-115．

鎌谷親善「京都市陶磁器試験場―明治29年～大正9年-2-」『化学史研究』通号41（1987)：147-163．

鎌谷親善「第一次世界大戦と研究体制の整備：化学工業調査会を中心に」『経営論集（東洋大学経営学部/東

洋大学)』28（1987)：155-209．

鎌谷親善「大阪帝国大学の形成―理学部と産業科研究所―」『大阪大学史紀要』4（1987)：25-66．

『尚古集成館』尚古集成館（1987)．

鎌谷親善『技術大国百年の計―日本の近代化と国立研究機関―』平凡社 (1988)．

工業技術院化学技術研究所編『化学技術研究所九十年史：筑波10年の歩み』工業技術院化学技術研究所

（1990)．

鎌谷親善「京都大学附置化学研究所と燃料研究」『化学史研究』第19巻（1992)：145-146．

石川文三「殖産協会の系譜と人脈―日本石油誕生の背景―」『化学史研究』第19巻（1992)：152-153．

「化学会館展示 日本における化学工業の近代化と東京工業試験所」『化学史研究』第21巻（1994)：80-81．

鎌谷親善「肥料礦物調査所―その設立･事業･廃止」『化学史研究』20（1993)：65-92．

鎌谷親善「京都帝国大学附置化学研究所―創立期」『化学史研究』21（1994)：1-37．

鎌谷親善「京都帝国大学附置化学研究所―戦時期」『化学史研究』21（1994)：109-151．

鎌谷親善「東北大学附属鉄鋼研究所―その設立と事業―」『化学史研究』23（1996)：205-234．

立花太郎「旧 日本化学会」および「工業化学会」の歴代会長の生没年月日」『化学史研究』23(3）（1996)：

265-268．

鎌谷親善「東北大学附置金属材料研究所―設立から体制の整備まで―」『化学史研究』24（1997)：1-32．

鎌谷親善「伝染病研究所―最初の帝国大学附置研究所―」『化学史研究』24（1997)：105-147．

鎌谷親善「創始期における電気試験所」『科学技術史』通号2（1998)：1-52．

菊池好行「化学者共同体発展の数量的把握を巡る諸問題―明治･大正期日本の場合―」『化学史研究』第25

巻（1998)：294．
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菊池好行「東京(帝国)大学化学科卒業生の初職一覧(1877-1926）」『化学史研究』第26巻（1999)：102-112．

菊池好行「日本の応用物理化学と電気化学協会」『化学史研究』第29巻（2002)：130．

鈴木淳編『工部省とその時代』山川出版社（2002)．

尾崎利彦，亀山哲也「産業王国愛知を支えた国立工業試験所 I.設立の経緯」『化学史研究』第29巻

（2002)：132．

尾崎利彦･亀山哲也「中部に設立された国立工業試験所の果たした役割：(2)戦時研究」『化学史研究』第

30巻（2003)：116．

尾崎利彦･亀山哲也「中部に設立された国立工業試験所の果たした役割 I.機械試験所及び東京工業試験所

の名古屋両支所設立の経緯（第1回）（第2回）」『化学史研究』第30巻（2003)：11-25；141-158．

大学･研究機関史

『東京帝国大学五十年史』上，下，東京帝国大学（1932)．

東京工業大学『東京工業大学六十年史』東京工業大学（1940）．

『東京帝国大学学術大観：理学部，東京天文台，地震研究所』東京帝国大学（1942）．

大久保利謙『日本の大学』創元社（1943)．

『東京帝国大学学術大観：工学部，航空研究所』東京帝国大学（1944）．

『日本化学会創立75周年記念誌』日本化学会（1954）．

『大阪大学二十五年誌』（1956）．

『慈大医化学開講五十周年記念抄史』東京慈恵会医科大学医化学教室（1963)．

京都大学『京都大学七十年史』京都大学 (1967)．

作道好男･江藤武人編『大阪大学工学部七十五年史』財界評論新社（1973）．

中村馨「同志社波理須理化学校―明治中期一化学系私立学校の歩み―」『化学史研究』第4号（1975）：16-

19．

『創立五十周年記念資料集 日本化学総覧のあゆみ』日本化学研究会（1977）．

東京大学百年史編集委員会『東京大学百年史』全10巻，東京大学出版会（1977-1987)．

旧工部大学校史料編纂会『旧工部大学校史料･同附録』青史社（1978)．

中山茂『帝国大学の誕生―国際比較の中での東大―』中央公論社（1978)．

作道好男；作道克彦『京都大学工学部八十年史』教育文化出版教育科学研究所 (1980)．

『東京農工大学百年の歩み』東京農工大学創立記念事業会（1981)．

化学工学教室四十年史編纂委員会編集『京都大学工学部化学工学教室四十年史』京都大学工学部化学工学教

室洛窓会（1983)．

京大理学部化学･日本の基礎化学研究会編『日本の基礎化学の歴史的背景：関西における基礎化学の発展を

中心にして』京大理学部化学･日本の基礎化学研究会（1984）．

『大阪大学五十年史：通史』部局史（1983）通史 (1985)．

『東京工業大学百年史』通史･部局史全二巻（1985）．

潮木守一『京都帝国大学の挑戦』講談社（1984)．

［群馬大学工学部化学工学科］創立25周年史編集委員会編『群馬大学工学部化学工学科25周年史』群馬大

学化学工学科（1987)．

『繊維高分子材料研究所最近十年の歩み 創立七十周年記念』通商産業省工業技術院繊維高分子材料研究所
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（1989)．

高木徳二「触媒学会の歴史―原点から現在までの歩み―」『化学史研究』第18巻（1991)：101-102．

延与三知夫「触媒化学研究センターの歴史」『化学史研究』第18巻（1991)：104-105．

燃料化学･石油化学教室五十年史編纂委員会編『京都大学工学部燃料化学･石油化学教室五十年史』京都大

学工学部燃料化学･石油化学教室同窓会準備会（1991)．

東北化学同窓会編『東北化学同窓会報：化学教室創立八十周年記念号』東北化学同窓会（1992)．

石館守三編『写真で見る東大薬品分析化学教室五十年史』廣川節男（1992)．

電気化学協会60年史編纂委員会編『電気化学協会60年史』電気化学協会（1993)．

『大阪大学工学部創始百年史』(1997)．

京都大学理学部化学教室･創立百周年記念事業会編『京都大学理学部化学教室百年のあゆみ』京都大学理学

部化学教室･創立百周年記念事業会（1997）．

京都大学工学部化学系百周年記念事業実行委員会『伝統の形成と継承：京都大学工学部化学系百年史』京都

大学工学部化学系百周年記念事業実行委員会（1998)．

『銅：21世紀へ向けて：日本伸銅協会五十年史』日本伸銅協会（1998)．

中野実『東京大学物語：まだ君が若かった頃』吉川弘文館（1999）．

武蔵野化学研究所社史編纂室編『武蔵野化学研究所50年史：1949-1999』武蔵野化学研究所（1999)．

寺崎昌男『日本における大学自治制度の成立 増補版』評論社（2000）．

『日本アイソトープ協会50年史』日本アイソトープ協会（2001)．

中野実『近代日本大学制度の成立』吉川弘文館（2003)．
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『日本薬史学会五十年史』日本薬史学会（2004)．

岡田大士『東京工業大学における戦後大学改革に関する歴史的研究』東京工業大学博士論文（2005)．

東京大学理学系研究科･理学部化学教室雑誌会編『東京大学理学部化学教室の歩み：創設期から戦後までの

記録』東京大学大学院理学系研究科･理学部化学教室雑誌会（2007）．

舎 密 局

芝哲夫「舎密局について」『生産と技術』第9号（1964)：1．

芝哲夫「舎密局」『化学と工業』19(1）（1966)：82-85．

芝哲夫「大阪舎密局の跡をもとめて」『自然』1975年6月号：74-81．

芝哲夫「化学実験教育の始まり―長崎分析究理所と大阪舎密局―」『化学と教育』29(10）（1976)：844-846．

芝哲夫「大阪舎密局史」『大阪大学史紀要』第1号（1981)：33-47．

藤田英夫「大坂舎密局の遺産に関する化学史的調査」『化学史研究』第24号（1983)：VII．

藤田英夫「大阪舎密局の化学史的遺産に関する一考察」『化学史研究』第29号（1984)：134-145．

藤田英夫「京都舎密局の表札をめぐる化学史的調査過程」『化学史研究』第17巻（1990)：145．

藤田英夫『大阪舎密局の史的展開―京都大学の源流―』思文閣出版（1995)．

鎌谷親善「藤田英夫著『大阪舎密局の史的展開―京都大学の源流―』」『化学史研究』第22巻（1995)：255．

芝哲夫「舎密局―大阪の科学の伝統」『Soft』第20巻（1996)：28-31．
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芝哲夫「第18回化学会館化学史資料展示（3月1日～8月中旬）舎密局とハラタマ」『化学史研究』第27巻

（2000)：77-79．

Tetsuo Shiba,“Dutch Chemist Gratama and Chemistry in Japan”,Historia Scientiarum,9(2000):181-

190.

芝哲夫「日本の化学とオランダ―ハラタマと舎密局が遺したもの」『化学』55(4）（2000)：27-32．

芝哲夫「舎密局とハラタマ」『近畿化学工業界』第573号（2001)．

理化学研究所

理化学研究所旧鈴木梅研究室有志『鈴木梅太郎博士論文集 第1巻>植物生理の研究 (1948年)』北光書房

(1948)．

「特集：理化学研究の60年のあゆみ」『自然』1978年12月増刊号．

『理化学研究所六十年の記録 (1980年)』理化学研究所 (1980)．

宮田親平『科学者たちの自由な楽園―栄光の理化学研究所』文藝春秋（1983)．

芝哲夫「塩見理化学研究所小史」『大阪大学史紀要』第3号（1983)：31-43．

加藤八千代『激動期の理化学研究所 人間風景―鈴木梅太郎と薮田貞治郎』共立出版 (1987)．

斎藤憲『新興コンツェルン理研の研究：大河内正敏と理研産業団』時潮社（1987)．

宮田親平『「科学者の楽園」をつくった男―大河内正敏と理化学研究所』日本経済新聞社 (2001)．

中根良平，仁科浩二郎，江沢洋，仁科雄一郎『仁科芳雄往復書簡集 1>現代物理学の開拓 コペンハーゲ

ン時代と理化学研究所･初期1919-1935』みすず書房 (2006)．

科学技術教育

鈴木清四郎『二十五年記念工手学校一覧』工手学校（1913)．

大町桂月，猪狩史山『杉浦重剛先生』政教社（1924）．

『早稻田大學附屬早稻田工手學校機械科卆業記念』赤誠堂寫眞工藝出版部（製）（1932)．

大八木義彦； 庭三泰「近代におけるわが国の初等化学教育の歴史 (I)」『化学教育』11(1）（1963)：114-

119．

三井澄雄「永海佐一郎と中等化学教科書」『科学史集刊』通号5（1967)：29-39．

三好信浩『日本工業教育成立史の研究―近代日本の工業化と教育』風間書房 (1979)．

明治教育史研究会編『杉浦重剛全集』全6巻，杉浦重剛全集刊行会（1982)．

三好信浩『明治のエンジニア教育―日本とイギリスのちがい』中央公論社新書（1983)．

井上久雄編『明治維新教育史』吉川弘文館（1984）．

(座談会)山田武康他「早稲田工手学校―勤労と向学と」『早稲田大学史記要』通号17（1985)：180-198．

三好信浩『日本教育の開国：外国教師と近代日本』福村出版（1986)．

大町桂月･猪狩史山『杉浦重剛先生』杉浦重剛先生顕彰会 (1986)．

三好信浩『ダイアーの日本』福村出版 (1989)．

三好信浩『近代日本産業啓蒙書の研究』風間書房 (1992)．

三好信浩『近代日本産業啓蒙家の研究』風間書房 (1995)．

三井澄雄『科学教育史研究ノート』同時代社（1999)．

茅原健『工手学校人物誌』朝日書林（1999)．
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渡辺一雄『明治の教育者 杉浦重剛の生涯』毎日新聞社 (2003)．

三好信浩『日本工業教育発達史の研究』風間書房 (2006)．

茅原健『工手学校：旧幕臣たちの技術者教育』中公新書ラクレ（2007)．

植民地科学

泉靖一「舊植民地大学考〔京城，台北帝大を中心に〕」『中央公論』第85巻第7号 (1970.07)：146-155．

隈部智雄･原正敏「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（II)―日満技術工養成所から秋田日満工業高校

へ―」『千葉大学教育学部研究紀要』第38巻第2部（1990)：79-121．

姜雄「『格致彙編』と『大朝鮮独立協会会報』に依拠した独立協会の啓蒙運動」『（東京工業大学）人文論叢』

第17号（1991)：11-20．

隈部智雄･原正敏「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（III)―九州日満鉱業技術員養成所から九州日満

工業学校へ―」『千葉大学教育学部研究紀要』第39巻第2部（1991)：175-209．

姜雄「朝鮮総督府燃料選鉱研究所に関する研究」『（東京工業大学）人文論叢』第18号（1992)：73-84．

隈部智雄･原正敏「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（IV)―酒田日満技術工養成所から酒田日満工業

学校へ―」『千葉大学教育学部研究紀要』第40巻第2部（1992)：121-167．

田中泰夫「工業化学会満洲支部と『満洲』における化学工業 I，II」『化学史研究』第19巻（1992.12)：

282-289；第20巻（1993.04)：25-36．

鍾清漢『日本植民地下における台湾教育史』多賀出版（1993)．

加藤茂生「序論：植民地科学の展開」『科学史･科学哲学』No.11（1993)：48-57．

隈部智雄･原正敏「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（V)―立命館日満高等工科学校―」『千葉大学教

育学部研究紀要』第41巻第2部（1993)：127-191．

慎蒼健「植民地朝鮮と科学（I)―恩賜記念科学館の戦略―」『科学史･科学哲学』No.11（1993)．

坂野徹「清野健次の日本人種論―大東亜共栄圏と人類学―」『科学史･科学哲学』No.11（1993)．

原正敏･隈部智雄「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（VI)―満洲鉱工青少年技術生訓練所―」『千葉

大学教育学部研究紀要』第41巻第2部（1993)：193-226．

姜雄「植民地期朝鮮における送電技術」『（東京工業大学）人文論叢』第20号（1994)：157-169．

隈部智雄･原正敏「戦時下，技術員･技能工養成の諸局面（VII)―満洲帝国交通部委託土木技術員養成所

―」『千葉大学教育学部研究紀要』第42巻第2部（1994)：113-132．

原正敏･隈部智雄「“満洲国”における技術員･技術工養成（I)―満洲鉱工業技術員協会と「鉱工技能者養

成令―」『千葉大学教育学部研究紀要』第42巻第2部（1994)：189-220．
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河村豊「北京研究会 戦時期日本の技術動員体制の特徴と科学技術政策の起源」『サジアトーレ』第31号

（2002)：41-43．
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日本の戦争責任資料センター研究事務局「（資料紹介）化学室担当者ノート『戦後における旧日本軍毒ガス

弾等の処理の状況（14･6）（特集 旧日本軍遺棄毒ガス―国内被害問題）」『戦争責任研究』第44号

（2004.06)：14-27．

畑野勇「科学技術における『軍産学複合体』の歴史的考察―海軍造船官平賀譲を中心として―」『思想』第

968号（2004.12)：122-142．
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公害/環境問題

庄司光･宮本憲一『恐るべき公害』岩波新書（1964)．
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宇井純『公害の政治学：水俣病を追って』三省堂（1968)．
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原田正純『金と水銀：私の水俣学ノート』講談社（2002)．
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原田正純『水俣学講義』［第1集］，第2集，第3集，日本評論社（2004-2007)．
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川本輝夫『水俣病誌』世織書房（2006)．

立川涼「BHC，PCB，ダイオキシンそして環境ホルモン―環境化学研究私史―」『化学史研究』第33巻

（2006)：106-7．

原田正純「胎児性水俣病の教訓」『化学史研究』第33巻（2006)：108-10．

原宏「大気汚染と化学と化学者と」『化学史研究』第33巻（2006)：111-3．

立川涼「BHC，PCB，ダイオキシンそして環境ホルモン」『化学史研究』第34巻（2007)：2-8．

原宏「大気汚染と化学と化学者と」『化学史研究』第34巻（2007)：9-18．

社 史

河村九淵『大日本人造肥料株式會社創業三十年記念誌』大日本人造肥料（1917)．

日本窒素肥料，朝鮮窒素肥料［編］『事業概要』日本窒素肥料（1930)．

小林商店［現 ライオン］『歯磨の歴史』(1935)．

大日本人造肥料［現 日産化学工業］『大日本人造肥料株式會社五十年史』(1936)．

日本染料製造［現 住友化学工業］『日染廿年史』(1936)．

日本窒素肥料株式会社編『事業大観：創立三十周年記念』日本窒素肥料株式会社（1937)．

ラサ工業『社業大観』(1938)．

小林商店［現 ライオン］『口腔衛生二十五年』(1938)．

日本樟脳［現 日本精化］『精製樟脳史』(1938)．

日本窒素肥料［現 チッソ］『日本窒素肥料事業概要』(1938)．

『第一工業製薬株式会社三十年史』(1938)．

『花王石鹼五十年史』(1940)．

花王石鹼『初代長瀬富郎伝』(1940)．

『日本ペイント小史』(1941)．

『日本ペイント株式会社四十年史』(1941)．

日本窒素肥料［現 チッソ］『日本窒素』(1942)．

『東洋染色十年史』(1947)．

『黄金の花：日本製油株式会社沿革史』新潮社（1948)．

『創立三十周年記念 當社の沿革と化學繊維工業の概観』帝國人造絹絲株式会社調査課（1949）．

『日本ペイント株式会社五十年史』(1949)．

『日本碍子株式會社三十年史』(1949)．

『オリエンタル寫眞工業株式会社三十年史』(1950)．

『味の素沿革史』味の素（1951)．

『電気化学工業株式会社三十五年史』(1952)．

大日本セルロイド［現 ダイセル化学工業］『大日本セルロイド株式会社史』(1952)．

『旭化成三十年の歩み』(1953)．

『東洋紡績七十年史』（1953）．

『富士写真フイルム株式会社二十年史』1-20(1954)．

東北肥料［現 コープケミカル］『東肥十五年史』(1954)．

旭化成工業･延岡工場『薬品部30年史』(1954)．
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『東洋レーヨン社史』（1954）．

『旭化成の歩み』(1955)．

宇部時報社編『宇部興産六十年の歩み』(1956)．

石原産業『創業三十五年を回顧して』(1956)．

『資生堂社史：資生堂と銀座のあゆみ八十五年』(1957)．

旭電化工業『社史』(1958)．

『日本合成化学工業株式会社三十年史』(1958)．

『日本カーバイド工業株式会社20年史』(1958)．

『第一工業製薬株式会社五十年史』(1958)．

東洋酸素［現 大陽東洋酸素］『40年の歩み』(1959)．

『大日本インキ製造株式会社50周年略史』(1959)．

鐘淵化学工業『鐘化拾年』(1959)．

『味の素五十年史稿』味の素（1960)．

関東タール製品『タール工業史：東京瓦斯を中心とした』(1960)．

『花王石鹼七十年史』(1960)．

『ミヨシ油脂株式会社史』(1960)．

『富士写真フイルム』(1960)．

『社史 日本農薬株式会社』(1960)．

『創立10周年を迎えた日本ゼオン株式会社』(1960)．

東洋曹達工業『25年の歩み』(1960)．

電気化学工業『45年の歩み』(1960)．

『東亜ペイント45年史』(1961)．

山陽色素『創業30周年に当って』(1961)．

『庵原農薬史 創業30年の歩み』(1961)．

『片倉チッカリン株式会社四拾年誌』(1961)．

『日本ペイント株式会社80年史』(1961)．

鉄興社［現 東ソー］『鉄興社35年史』(1961)．

『東洋レーヨン35年の歩み』（1962）．

『ラサ工業50年の歩み』(1962)．

『積水15年の歩み 創立15周年特集号』(1962)．

『三洋化成15年のあゆみ』(1964)．

『旭化成火薬30年史』(1964)．

『旭化成工業･レーヨン工場』(1964)．

『共栄社油脂化学工業六十年史』(1964)．

電気化学工業『デンカの歩み50年』(1965)．

大阪曹達［現 ダイソー］『50年を迎えて』(1965)．

『大陽酸素20年のあゆみ』(1966)．

ダイヤモンド社編『大阪酸素工業と鈴木彦次郎』(1966)．

旭化成工業･技術研究所『技研十年史』(1966)．
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『健康と美のファミリー製品メーカー：ライオン歯磨』(1966)．

幸書房編『ミヨシ油脂株式会社社史』(1966)．

加藤恭亮『日本瓦斯化学工業株式会社創立十五年史』(1966)．

『日本酸素五十年史』(1966)．

『東亜合成化学工業』(1966)．

曽田政治『香料とともに六十年』曽田香料（1967)．

スガイ化学工業『40年のあゆみ』(1967)．

小西六写真工業［コニカ］『写真とともに百年：小西六写真工業株式会社史要』(1967)．

広栄化学工業『50年のあゆみ』(1967)．

東亜農薬［現 クミアイ化学工業］『二十五年史』(1967)．

『日本油脂三十年史』(1967)．

日本化薬『火薬から化薬まで：原安三郎と日本化薬の50年』(1967)．

『ソーダ：徳山曹達』(1967)．

『印刷インキの歩み：東洋インキ六十年史』(1967)．

『興国化学20年史』(1967)．

福島克之『道をひらくー帝人50年の歩み』（1968）．

福島克之『帝人の歩み』全11巻（1968-1977）．

松田輝雄『資生堂経営学：あるチーム･ワークの物語』日本経営出版会（1968)．

『日本合成ゴム株式会社十年史』(1968)．

『サンケイ化学株式会社』(1968)．

『社史：旭電化工業株式会社：50年史』(1968)．

ダイヤモンド社『合成繊維「旭化成工業」』(1968)．

日本カーバイド工業『30年史』(1968)．

新田ゼラチン『創業五十年の回顧』(1968)．

『ニチバン50年史』(1968)．

『大東化学30年の歩み』(1968)．

『イハラ農薬史：庵原農薬よりクミアイ化学工業への20年の歩み』(1969)．

『日本特殊塗料株式会社四十年史』(1969)．

日産化学工業『八十年史』(1969)．

田島ルーフィング『わが国建材の100年と三星の50年』(1969)．

ダイヤモンド社編『大日本塗料の四十年』(1969)．

『大日本インキ化学工業六十年史』(1969)．

日鉄化学工業［現 新日鐵化学］『日鉄化学30年史』(1969)．

『変革と創造：鐘淵化学20年史』(1970)．

石原産業『八十年の思い出』(1970)．

ダイヤモンド社編『フィルムプロセッシング：東洋現像所』(1970)．

ダイヤモンド社編『白石工業：ミクロの世界へ挑む』(1970)．

ダイヤモンド社編『化学工業の発展を支える黒瀬工作所』(1970)．

味の素株式会社社史編纂室編『味の素株式会社社史』1，2，味の素（1971)．
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花王石鹼『日本清浄文化史』(1971)．

『花王石鹼八十年史』(1971)．

山陽色素『その後の十五年小史：四十周年を迎えて』(1971)．

『日本ゼオン二十年史』(1972)．

『セントラル硝子三十五年史』(1972)．

『資生堂百年史』(1972)．

『高砂香料50年史』(1973)．

小西六写真工業『写真とともに百年』(1973)．

『関東タール製品株式会社25年の歩み』(1973)．

『ライオン歯磨八十年史』(1973)．

『日本化学陶業株式会社六〇年史』(1973)．

ダイヤモンド社編『炭酸の魅惑：昭和炭酸30年の歩み』(1974)．

協和醱酵工業『日本のアルコールの歴史：その事業と技術』(1974)．

『東洋化学25年史』(1974)．

日本パーカライジング『パーカライジングと兵器』(1975)．

『日本化薬のあゆみ：この10年を中心にして』(1976)．

製鉄化学工業［現 住友精化］『製鉄化学三十年の歩み』(1976)．

『東レ50年史』（1977）．

『日本バルカー工業50年史』(1977)．

日産化学工業･富山工場『富山工場五十年史』(1977)．

『デンカ60年史：電気化学工業株式会社』(1977)．

日本窒素肥料『日本窒素史への証言 第一集・第二集』(1977)．

『30年の歩み：積水化学工業株式会社』(1977)．

『昭和電工五十年史』(1977)．

荒川林産化学工業『荒川林産百年史：松脂と共に』(1977)．

『富士写真フイルム四十年略史 創業二十五年の歩み追録』(1977)．

『興国化学三十年史』(1977)．

『社史四十年東洋曹達』(1978)．

『日本窒素史への証言 第三集～第五集』(1978)．

『三井石油化学工業20年史：1955-1975』(1978)．

筒中プラスチック工業『筒中50年の歩み』(1979)．

『日本窒素史への証言 第六集～第八集』(1979)．

『日本合成ゴム株式会社二十年史』(1979)．

クミアイ化学工業『クミカ30年史：1949-1979』(1979)．

『明日を彩る：関西ペイント60年のあゆみ』(1979)．

『ライオン油脂六十年史』(1979)．

『明日へ翔く：日本特殊塗料50年のあゆみ』(1979)．

『三共八十年史』（1979）．

『日本窒素史への証言 第九集～第十一集』(1980)．
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企業研究総合機構編『資生堂』(1980)．

『年表･花王90年のあゆみ』(1980)．

『四〇〇〇人の軌跡：花王石鹼90周年記念出版』(1980)．

アロン化成『アロンパイプ30年史』(1980)．

企業研究総合機構編『富士写真フイルム』(1980)．

日本肥糧『三十年史』(1980)．

『日本合成化学工業株式会社五十年史』(1980)．

東洋プライウッド『Toyoplywood創立30周年記念』(1980)．

『帝国化工六十年史』(1980)．

『二村化学三十年史』(1980)．

『住友化学工業株式会社史』(1981)．

『昭和電工石油化学発展史：昭和油化の設立から合併まで』(1981)．

朝日新聞社宇部支局編『宇部石炭史話：すみをいかしたひとたち』朝日文化センター（1981)．

ユニ･チャーム『ノーラ＆ドーラの世界』(1981)．

『三菱化成社史』(1981)．

北興化学工業『ホクコー30年史』(1981)．

日本農薬『五十年史』(1981)．

帝国酸素［現 日本エア･リキード］『帝国酸素の歩み：原点から未来をみつめて』(1981)．

『日本窒素史への証言 第十二集～第十四集』(1981)．

『ダイセル化学工業60年史』(1981)．

共同酸素『アルゴンとともに：創立20周年記念』(1982)．

『イビデン70年史』(1982)．

荒川長太郎合名会社『荒川百三十年』(1982)．

『三菱モンサント化成30年史』(1982)．

『日立化成工業社史』(1982)．

『新日曹化工株式会社30年史』(1982)．

『日本ペイント百年史』(1982)．

日本ペイント『回顧録』(1982)．

中国塗料『創立65年のあゆみ』(1982)．

『日本窒素史への証言 第十五集～第十七集』(1982)．

『住友スリーエム20年史：1960-1980』(1982)．

明和グラビヤ化学『30年のあゆみ：限りなき前進』(1983)．

東レ･モノフィラメント株式会社社史編纂委員会編『東レ･モノフィラメント20年史』東レ･モノフィラ

メント株式会社（1983)．

『日本窒素史への証言 第十八集～第二十集』(1983)．

『クラブコスメチックス80年史：創業中山太陽堂』(1983)．

上村工業『135年のあゆみ：金属表面技術の発展とともに』(1983)．

『富士フイルム50年のあゆみ』(1984)．

『日本窒素史への証言 第二十一集～第二十三集』(1984)．
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田岡化学工業『会社史：創業65年ならびに創立50年のあゆみ』(1984)．

『昭和電工アルミニウム五十年史』(1984)．

『薔薇は薔薇：協和発酵35年史』(1984)．

『日鉄化学社史』(1984)．

『米山化学工業六十五年史』(1984)．

『日本窒素史への証言 第二十四集～第二十六集』(1985)．

『多木化学百年史』(1985)．

『共和レザー50年のあゆみ：創立50周年記念誌 年表』(1985)．

『小野田化学工業三十年史』(1985)．

貴志真典『美人は夜つくられる：桃谷順天舘物語』潮流出版（1985)．

『宮川化成50年のあゆみ：創業50周年』(1985)．

『長谷川香料八十年史』(1985)．

日本新聞インキ『新聞とともに四十年』(1985)．

日本化薬『明日への挑戦』(1985)．

『住友ベークライト社史』（1986）．

『日本窒素史への証言 第二十七集～第二十九集』(1986)．

大阪曹達［現 ダイソー］『大曹70年のあゆみ』(1986)．

『住友ノーガタック二十年史』(1986)．

信越化学工業『未来への軌跡：昭和とともに60年』(1986)．

イハラケミカル工業『おかげさまで二〇年』(1986)．

ライオン･家庭科学研究所『CLEAN LIFE：ライオン家庭科学研究所設立50年記念資料集』(1986)．

『日本酸素七十五年史』(1986)．

『富山化学五十年史』(1986)．

『日本窒素史への証言 第三十集』(1987)．

『日本窒素史への証言 続巻第一集』(1987)．

『とびらをひらく 積水化学この10年』(1987)．

昭和電工･秩父工場『昭和電工秩父工場六十年史』(1987)．

『大阪酸素工業半世紀の歩み』(1987)．

『アトム化学塗料五〇年のあゆみ』(1987)．

『アイカ工業五十年史』(1987)．

日本化成『50年史』(1987)．

『富士化学四十年史』(1987)．

『日本窒素史への証言 続巻第二集・第三集』(1988)．

鐘紡株式会社社史編纂室編集『鐘紡百年史』鐘紡（1988)．

大東化学工業所『50年の歩み』(1988)．

昭和高分子『昭和高分子五十年史』(1988)．

恒和化学工業『翔：ダイヤ40年のあゆみ』(1988)．

『日本油脂50年史』(1988)．

『徳山曹達70年史 道標はるかに』(1988)．
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『東洋インキ80年史』(1988)．

『日本窒素史への証言 続巻第四集～第六集』(1989)．

『夢をふくらませて：積水化成品30年の歩み』(1989)．

『旭電化七十年史』(1989)．

旭化成工業『旭化成FITセミナー20年のあゆみ：20周年記念出版』(1989)．

『日曹油化工業25年史』(1989)．

『筒中プラスチック工業60年史』(1989)．

『日本窒素史への証言 続巻第七集～第十一集』(1990)．

『第一工業製薬八十年史』(1990)．

『昭和電工のあゆみ』(1990)．

『日本合成ゴム株式会社三十年史』(1990)．

『堺化学工業七十年史』(1990)．

高圧ガス工業『おかげさまで30年』(1990)．

鐘淵化学工業『化学を超えて：カネカ40年の技術水脈』(1990)．

大垣化成工業『30年のあゆみ』(1990)．

『世界ヘ･末来へ 日本特殊塗料創立60周年記念誌』(1990)．

『日本化学工業社史』(1990)．

東洋リノリューム『人･生活･空間 東リ70年のあゆみ』(1990)．

『帝国化学産業50年史』(1990)．

『明日へおくる風：関東高圧化学50年史』(1990)．

『味をたがやす：味の素八十年史』味の素（1990)．

『新日本理化70年史』(1991)．

『昭和化学工業30年史』(1991)．

伊勢半『紅の花：初代･澤田半右衛門生誕200年伊勢半創業165年史』(1991)．

『日本触媒化学工業50年のあゆみ』(1991)．
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